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序

羽曳野市内には総面積の約1/5に及ぶ遺跡が確認され、本市の正し

い歴史を理解する上で欠かすことの出来ないものとなっており、各遺

跡での発掘調査成果は新たな歴史を私たちに伝えています。また、調

査により確認された遺跡としては、古代史のみではなく古市遺跡や高

屋城跡などの中近世における遺構の発見も相次ぎ、本市の歴史の幅の

広さが窺われます。

今年度も社会事象を反映し、遺跡内における発掘調査をはじめ、周

知の遺跡範囲以外においての試掘調査が多く行われました。これは、

市内の生活基盤の整備に伴い、私たちの生活域がさらに広がっていく

ことによるものです。また、既存の生活域にあっても建替えや土地の

有効活用による再開発事業なども多く、今まで手着かずの場所への開

発が目立って多くなりました。

近年、全国的にも開発に伴う発掘調査によ って今までにない発見が

続き、新聞やテレビで大きく報道されています。反面、遺跡として残っ

てきた私たちの先人の足跡が破壊されていることも併せて知って頂け

ればと祈念します。

調査の実施につきまして、土地所有者をはじめ関係各位並びに関係

機関のご協力を賜わりましたことを厚く お礼申し上げ、 今後とも文化

財保護行政に一層のご理解をいただけますようお願い致します。

平成4年3月

羽曳野市教育委員会

教 育長 職務代理者

教育次長芝 池信良
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1.本書は、平成3年度に羽曳野市教育委員会が計画、実施した羽曳野市内における発掘調査

報告書であるO

2.調査は、本市教育委員会社会教育課文化財保護係主査笠井敏光・技術職員吉津則男・伊

藤聖浩・武村英治を担当者として、平成3年4月1日に着手し平成4年3月31日をもって終

了した。ただし、本書には作成の都合上、概ね平成3年1月1日から平成3年12月31日まで

の調査を報告し、年度内事業として可能なものは極力掲載した。

3.調査の実施及び本書の作成にあたっては次の方々の参加を得た。 (敬称略 ・順不同)

(職員)森田和伸 ・高野学 ・河内一浩 ・清水直子(嘱託)・小嶋 亮(嘱託)

(調査員)古川明美

(補助員)植村康子・橋本達也・下山恵子・池崎祐司・前田尚希・原 基 ・谷本良子

井上美稲子

(作業員)栄貴美子 ・渡辺広美 ・小林晴美 ・樽谷富美 ・大屋英子 ・小川公子 ・津村裕子

津田義明 ・飯村邦子 ・多国真弓 ・津村多美子 ・皆口貞子

4.指導 ・協力をいただいた方々と機関は次のとおりで、ある。記して謝意を表したい。 (敬称

略・順不同)

大阪府教育委員会 ・藤井寺市教育委員会 ・羽曳野市史編纂室 ・鮒尺松組 ・寿不動産附

市川|石油附・浅野祐晴・塩野悦子・タツミ開発欄・大発産業附・福田建設側・麻野輝夫

羽曳野市下水道建設部・松本恵美子・羽曳野市教育委員会施設課

5. 士層・遺物の色調については 『新版・標準土色帖~ (農林省、農林水産技術会議事務局監

修、 1976)を使用し、全て目測で比定した。

6.方位は基本的には座標北を指すが、 一部磁北 (M. N)を使用したものがある。レベル高

についてはT.P. (東京湾標準潮位)値による。

7.遺構の一部及び遺物写真は阿南辰秀・伊藤慎司氏にお願いした。

8 本書の執筆は参加者を中心として行い、その分担はそれぞれ明らかにし、編集は吉津が行っ

た。
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文化財保護係年報

羽曳野市教育委員会社会教育課 文化財保護係が行った本年度の事業慨要について報告する。

古市遺跡群発掘調査

本年度においては国庫補助対象事業である個人住宅の建て替えに伴う発掘調査は68件 (~古

市遺跡群皿』を参照)、その他の開発行為に伴う発掘調査40件、試掘調査54件、 立会調査11件

を行うなど、昨年に引続き開発に伴う調査が増加しており、特に遺跡範囲外における試掘調査

が依然、増加の傾向にある。

表 1 発掘届出・試掘依頼書月別届出件数一覧

極頬¥¥月 2 3 4 5 6 7 H 9 10 11 12 3十

発 発掘調査 9 13 19 14 15 12 7 5 13 15 14 12 148 

jjft 立会調査 2 。 日 2 3 12 6 7 自 3 2 7 57 

llj 慎重工事 6 8 7 6 15 13 10 11 7 5 90 

(小計) 17 14 32 23 24 39 26 13 31 29 23 24 295 

試 縮依頼 7 7 5 8 9 8 13 6 8 9 7 3 90 

i十 24 21 37 31 33 47 39 19 39 38 30 27 

」 一一 」

普及・啓蒙

①陵南の森総合センターに併設されている 「歴史資料室」での今年度テーマ展示は「文化財で

つづる羽曳野の歴史」と題し、身近に残る貴重な文化財を通して羽曳野市の2万年前からの

通史展を実施した。家や生活用具、墓やまつりの道具、 農具や武器など身の回りの品々や生活

のやり方は時代とともに移り変わりながらも、市内での人々の生活は絶え間なく続いてきまし

た。急速に街や世の中の姿が変化しつつある現代ですが、残された貴重な文化財を通して羽曳

野の過去を振り返るとともに、改めて身近な文化財に目を向けてもらえるように工夫した展示

を実施した。なお、展示に際しては解説書を作成し無料配付した。

②西浦銅鐸が重要文化財に指定されたことに併せて、以前に発行し品切れとなっていた調査報

告書を新たな分析成果を補足した報告書と して刊行し、販売した。

③第6回河内飛鳥の里 はびきのシンポジウムは、西浦小学校校舎建設工事中に偶然出土した

銅鐸が学術性と優美性が認められ重要文化財に指定されたことを記念して 9月23日に開催し、
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約600名の参加を得た。テーマは『徹底討論一銅鐸一』と題し、銅鐸自体は祭器であると言わ

れ実際に誰が、何のために、どのように使ったか、など多くの謎を秘めている。こられを解明

するために銅鐸研究の権威の方々に講演と討論を行っていただいた。

内容は、笠井敏光「西浦銅鐸の周辺」、佐原呉氏「銅鐸とは何か」、春成秀爾氏「銅鐸のま

つり」、水野正好氏 「銅鐸の配布と分布」、

近藤喬一氏「銅鐸と武器形祭器」の5つの

講演と全員による討論を行った。このシン

ポジウムに併せて特別展示として、茨木市

東奈良遺跡出土の銅鐸鋳型、神戸市桜ケ丘

遺跡出土の絵画のある銅鐸、野洲町大岩山

出土の銅鐸などを展示し、 「兄弟銅鐸」や

「三遠式と畿内式銅鐸」の違いなどを判り

やすく展示し、銅鐸について理解を深める

ことに努めた。

写真 1 シンポジウム・討論

④史跡峯ヶ塚古墳の後円部墳丘部分についての発栂調査で、今まで想定していたものとは別

の石室が見つかり、大万などの武器や馬具、装身具など約3，∞0点以上の豪華な副葬品の出土
があった。これらを広く 一般に公開するた

め現地説明会を行い、 2日間で全国各地か

ら見学者があり約10，500名に達し、マスコ

ミにも大きく取り上げられることとなった。

特に、説明については300インチのオーロ

ラビジョンを配備したり、カラーパンフレッ

トを配布するなど成果のわかりやすい公開

に努めた。

史跡等整備工事

写真2 峯ヶ塚古墳・現地説明会

①市内史跡の整備と活用を図る 「歴史の散歩道整備事業」として、西浦銅鐸が重要文化財に指

定されたことに伴い銅鐸出土地点に大型の解説板を設置し、カラー写真やイラス卜、英文など

を併記して指定記念のアピー/レに努めた。この他、見学者の多い 「白鳥陵古墳」について大型

の説明板を設置したり、道標5ヶ所を修理した。

また、史跡観音塚古墳への進入口は斜面が急で危険なため、手すりを修復して安全に見学で

きるように整備を行った。
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②一昨年発掘調査を実施し、多くの成果を得た大谷古墳群について、基本計画に基づき本格的

な移築工事や古墳整備を行い、スポーツ公園の開園に併せて移築・整備された古墳をを公開し

た。特に陶板による古墳群の模型や解説板の設置などを行い、調査成果を判り易く解説するこ

に努めた。

史跡峯ヶ塚古墳保存整備事業

①整備計画に基づき後円部境丘部分について、盛土状況や葺石・埴輪列の構造を確認するため

の発掘調査を実施した。ところが、後門部墳丘部分に今まで想定していたものとは別の石室が

見つかり、盗掘を受けていることが判明した。そのため、文化庁及び府教委と協議し、被害や

残存状況を確認するためにさらに石室部分について継続調査を行った。これによって大万など

の武器や馬具、装身具などの副葬品が出土し、これらの保存処理や整理についての検討を行っ

ているO

②後円部墳丘部分の発掘調査を実施しすると共に、土木工学的な視点から墳丘の保存修理設計

のためにボーリング調査などを行い墳丘の土質や構造の検討を行った。

③全体計画における『資料館基本計画』を策定し、峯ヶ塚古墳や古市古墳群など古墳をメイン

テーマとした展示や体験学習ができる資料館の内容をまとめ、スタディ模型などを作成した。

その他

①羽曳野市遺跡調査会を組織し、大規模開発に伴う発掘調査などに迅速に対応できる体制を整

えた。これによって、大阪府営住宅建設や府道拡幅工事に伴う発掘調査を本市が主体となって

実施することとなったO

②府指定文化財である壷井八幡宮本殿修復工事の第2年次として、大阪府とともに事業推進の

ための補助を実施した。

③史跡地の公有化による現状保存と今後の整備に向けた買収事業として 「史跡応神陵古墳外濠

外堤JI史跡峯ヶ塚古墳J I墓山古墳」について実施した。

④上記の他に、市内の文化財保持者への助成、史跡清掃業務、史跡通法寺跡環境整備等を行っ

た。
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発掘調査一覧表

地 調査期間 遺跡名 位 置 申請書 規1真(rrI) 用途 備 考

1 1 3. 1. 23 書目白鳥遺跡 白鳥 1-317-12 254.50 共同住宅 申請地にトレノチ2ヶ所在設定L、重機揺削i堂、断面観事する，盛土
&0'1日表土田下!こは、黄灰色土 (0.1m厚J・臼ι層 [ι2m厚Jが水平
唯積L、以下は竣灰黄色枯土の地山層と証毒。ただし、北半部では盛
土町下に田耕作土・遺床土物が残存しており、粘土層との聞に黄色土の地
山層に至る。遺構 は見られない巴

2 1 3. 1. 24 茶山遺跡 菅田6-599-4 4.421.01 社宅建設 申請地内に調査区Bヶ所を設定し 重機掘削後断面珪び平面を楕査。
他4筆 造成土等D下にほ茶褐色白遺物包吉届が厚〈堆積している。また、段

1. 29 丘地山面で柱穴などの遺構が確認された。現状樺寄や本調査について

の協議中。(詳細は本冊掲載)

3 I 3. 2. 2 !茶山遺跡 菅困 6-652-3 551.52 給油所建設 申請地内に約4xlOmのトレンチを設定し、人力掘削する。包吉層を
除去すると、蝉層地山面に遺構多数吾検出する。

2. 4 円筒t富輪結及び土師器などが出土。(詳細は本冊掲載}

3 1 3. 2. 12 西浦散布地 大黒 211-1 291.81 鉄骨平屋建 申請地内にトレンチを設定し、重機掘削後、断面観察する。現状地表

倉庫 面下約 1mまで掘削するが、上部約0.60は現代の造成士で、以下は廃
材・ガラである。遺構・遺物は見られない。

4 1 3. 2. 13 坂戸廃寺跡 西浦 S-450-S 1.318.31 分譲住宅
細白申ト請地片レ地を山ン層内天l:片Pにで検基あト本出るぱ。。層ン遺B位チF構茶をは設定し、 重機掘削後、 断面観察する。 3ヶ研の他6筆 、耕作土・非茶黄褐色砂質土・明 色粘質土

貫褐色砂質土は地山層に近い組成黄を有褐L、土器
は見られない。

5 1 3. 2. 19 域山遺跡 古市6ー1630-30. 96.82 個人住宅兼 申請地内にトレンチを設定し、重機掘削後、断固観察する。現地表面

信舗 下約0.8悶まで鋸り下げるが、全て現代の造成土である。

6 1 3. 2. 21 駒ヶ菩 大黒 883.819 475.00 農書用倉庫 申請地にトレンチ2ヶ所を設定し、重機掘削後、断面観察する。現状
第z散布地 は周辺よりO.加程度低く、建物予定地は盛土を施す。現地表面下 1.40 

まで掘削するが、 1.25固まで盛土で以下に地山面が現れる。

7 1 3. 3. 5 古市遺跡 古市 1-29-1 429.08 農業用倉庫 基礎工事訴の断面部分を観察する。現地表面下約 0.3-0.40までの侶
削で、上部0.3阻までは前えf田る。建物の基礎で撹乱壱畳けている。残り0.1飢
程は茶褐色砂質土が見 今回の調査では、地山届は確認してL、な

い。掘削深度内では遺備・遺物は見られない。

8 1 3. 3. 12 古市遺跡 古市 1-2 -22 89.26 共同住宅 申請地内にトレンチ2ヶ所を設定し、重機掘削白後、断面観草するも
東半部は貝の廃棄物のため撹乱されている。西半部は表土下に若干の

茶褐色の包吉昌があり、現地表面下 0.35mで撞褐色の砂礁層地山とな
る。地山を掘り込む柱穴Iヶ訴が確認されたため、調査区を広げ柱穴
2ヶ所を検出する。そのうち Iヶ所から東播果襲の口縁部分が出土。
遺物は他に須恵器片が出土。協議の結果、基礎掘削部を上げ、遺構に

支障のないよう設計変更を指導L、その際には立会する。 I

9 1 3. 3. 21 古市遺跡 古市3-329-3 491.52 専用住宅及び 事前調査の結果、焼土居及び遺物包含層を確認した。また、地山函で
共同住宅 遺構を多数検出したため、調査区を拡張して発掘調査を実施ー

G特回世本冊掲載〉

101 3. 3. 29 東阪田遺跡 東阪国字瓜塚29-1. 457.32 書庫 申請地内にトレンチ2ヶ所を設定し、重機掘削後、断面・平面観察b
25 現地表面下約 1mまで掘り下ザる。届序回耕作土の下部に部分的に灰

白色砂質土・赤趨褐色砂質土・茶褐色砂質土・談灰白黄色砂置土・ i主
灰白黄色粘土{地山〉白順に堆積する。遺構や遺物は認められない。

111 3. 4. 4 長犀街道 島県4-344-2. 728.51 共同住宅 申請地内にトレンチを設定L、重機掘削後、断面・平面観察。現地表
335 面下約1.3回掘削する。上部0.3回程は表土・旧耕土と青灰色砂質土であ

る。その下に淡明黄褐色粘質土白地山層が確認され、遺構・遺物は見
られない。

121 3. 4. 10 書目白鳥遺跡 白鳥2-300-44 共同住宅 申請地内にトレンチを2ヶ所設定し、重機掘削龍、断面・平面観察。
現地表面下約0.5-0.6.で土師器等を包含する淡黄灰褐色枯質土届(
厚さ約0.40)がみられる。この直下に明黄褐色粘質士層の(粗砂混じ
る)地山がある。遺構は見られむい。

131 3. 4. 15 野々土遺跡 野々上3-484ーl 130.14 貸事務所 申請地内に長さ 6_mx幅l面白トレンチ吾設定L.重機掘削の碓、断
面・平面観察する。現状地表面下約0.6回掘り下げる。上部0.3mは表土
及び潰乱土層で、そ由直下は、明黄信褐色粘土の地山層となる。遺構

-遺物は見られむい。

141 3. 5. 9 車我之荘遺跡 恵我之荘 212.21 分譲住宅 申請地内にトレンチを設定L、重機掘削の後、断面・平面観葉する。
5 -146-1の一部 現地表面下約O加の掘削で、遺構・遺物は見られt，i.~ 10 

151 3. 5. 10 古市遺跡 古市3-288-3 18.86 集会所 調査区を設定し、人力掘削する。基礎掘削が地表面下0.3聞のため、こ
れに準じた掘削を行い、断面観察する。全て盛土で、遺構等は認めら
れない。

161 3. 6. 4 高屋城跡 古市1-846-1 419目3 擁壁工事 工事部分の掘削後、断函と平面を観察する畠断面部は2m以上に且び、
上面では流土など白堆捕で、以下は約 1m以上の範囲内では淡茶褐色
酸層(地山)であるm

111 3. 6. 5 東阪田遺跡 西諸1216 他5筆 健壁工事 L芋擁壁工事掘削に立会し、断面・平面を観察する。東部では雨水寺
E浸水が有り、観察は不可~~<>南部は現地表面下O.55mと 1.1聞の 2 箇
所を猫削する。前者では全て盛土であり、後者は耕作土下に灰青色枯

土及び黄色粘土田地山層となる。遺構・遺物は見られないロなお、 Jt
部は水路が機能しているため、韓日目工事の際に立会するg
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地 調査期間 遺跡名 位 置 申請書 規模 (nll 用達 備 考

181 3. 6. 13 菅目白鳥遺跡 営団3-87-2 1.396.40 事輯所 申請地内にトレンチを設定し、重慢掘削撞、断面・平面観察。現地表
面下約0.4聞に遺物包吉層を確認する。また、壇軸・ 1頁車器・土師器な
どの遺物が出土する。このため、保存協議などを行うが、設計変更等

が困難なため、調査区を拡張して調査を継続するo (詳細は日IJfffilga自
民腕鼠頚蹄E音域万羽!l蹴E野宮ttl9願I事岬地般恒牌脱帽1-1l 

191 3. 6. 15 古市大溝跡 高鷲2-407 227.95 集会所 申請地内にトレンチを設定し、重機鋸削の後、断面・平面観察するE

現地表面から約0.4.迄掘削。上部0.3聞は造成士、下日 1mは青灰色層の
喋まじりである。遺構・遺物ほ見られなL、

201 3. 7. 3 高屋域跡 古市5-757. 911. 32 共同住宅 申請地白土塁部分同、以前、擁壁工事D際に調査済。申請建物は土塁
161-1 外側に擁壁を立て、盛土壱施したところに建設するため、地下への支

白一部 障はない.

21 1 3. 7. 4 飛鳥干塚 荒鳥 1113，1118. 5.164.37 木造Z階建 申請地内で基礎工事部分を掘削し、断面観察する。基礎掘削は表土や

A支群 1128.1134.1136 捜吉唱の中におさまるe 部分的に表土直下に地山層白見えている箇所

もあるが、遺構等は見られない。

231 3. 1. 6 高屋域助: 古市6-900-62 234.92 共同住宅 寧請地内にトレノチを設定し、重機掘削の後、断面・平面観葉するョ

表土層から下層まで6層に分かれ、土塁と見られる届は表土の直下か
ら3層にわたる。地山と恩われる層は茶黄褐色町枯質土であるロ造物
lま須恵器E片山土。

241 3. 7. 8 車我之荘遺跡 恵設之荘 123.96 共同住宅 申請地内にトレンチを設定し、重機掘削の後、断面・平面観察する。

5 -146-2 現地表面下1.1mまで掘削する。層序は、約0.4阻までは嘩減土・旧耕土
の一部 で、その下は淡灰白黄色粘土白地山で、遺構・遺物は見られない。

251 3. 7. 9 墓山古境 白鳥3ー147 羽虫野市 2.846.6 事務所 基礎工事部分を重概掘削櫨、断面・平面観察する。北西部では表土川

下すぐに地山面が現刷るが、外堤の外側斜面に担当する部分は、全て

盛土である。

2613.1.17 大黒散布地 大黒 482-1 435.31 倉庫 申請地内にトレンチを設定し、重機掘削の後、断面・平面観察する。

基礎工事は現地表面下0.6聞であるため 1mまでは確認を行う。層序は
盛土の下には約0.2mの厚さで旧耕作土があり、以下は砂層となる。こ
は石川の氾置によるものと恩われ、遺構などは認められなL、

271 3. 7. 17 大黒散布地 川向2040-1の一部 499.0 書庫 基礎工事は現地表面下E拍程度であるが、確認のため現地表面下 1m
まで掘削する。眉序は、盛土0.65.・1日耕作土O.15m、以下は石川の
氾濫とみられる砂層の堆積のみであるe

281 3. 7. 19 茶山遺跡 曹団7-652-1 296.79 居舗 建物基礎部分の掘自1]断固を観察する。断面部分は全て、盛土ないし査
土で、遺構・遺物は見られない。

291 3. 8. 車我之荏遺跡 恵我之荘2-4-3 499.43 共同住宅 申請地内にトレンチ3ゲ所を設定し、重機掘削の後、断面・平面観葉

する。調査区Eヶ所で茶褐色の止乍のの遺黄物色粘包含土層のがあり、土師器ゃ，Ji.曹置
が多数出土した。また、こ 地山市では直哩0.25，の

柱穴及び 辺0.45-0.5沼田{詳柱穴細掘は本り方を検出したため、申請書と協議
し、本調査を実施する。 冊掲載〉

301 3. 9. 河原城遺跡 河原城字高月 1.645.74 倉庫 申請地内にトレンチ3ャ所を設定し、重機掘背1]後、断面・平面観察。
738.742-1 届位は3層に分かれ、上層から耕作土・灰責褐色ンJレト層・貫灰褐邑

枯質土となり、遺構・遺物等は見られない。

31 1 3. 9. 7 古市遺跡 古市4-11 1.100.0 駐車場 申請地内にトレンチを設定し、重機宿削後、断面・平面観察。盛土約
O.面白下に河岸醸層が現れる。約 1m下まで揺るが、全て睡届が続く
状里主である固

321 3. 10. 4 東阪国遺跡 東阪国196-1681. 1.441.10 倉庫 申請地内に2ヶ所目トレンチを設定し、重機錨首りの龍、断面観察。両
1683 '*'請地ともに圭土層から豹O.5mで地山届となり、遺精・遺物は見られ

ない。

3313.10.23 大黒散布地 古市字アツミ 1.619.99 工場増築 申請地内において、建物基礎掘削部を観察する。全て造成土で工事に

2017-1 際L、支障なし。

341 3. 10. 31 古市遺跡 昔回2-410 集会所 申請地内において、建物基礎掘削及び浄化情担問Ij部分を調査する。掘
削範囲は全て提乱土で遣摘や遺物は認められない。

351 3. 11. 13 応神綾古墳 曹団5-485-1 1.121.43 事務所及び 申請地内において、健壁工事掘削部分を断面観察する。上面的2.3mま
他5筆 ショ-ht. では前回工事娼即時の造成士で、下層0.2聞は茶褐色砂離す層である。

遺構・遺物等iま見られない。

361 3. 11. 18 古市大溝跡 翠鳥図405-1 93.66 庖錆付住宅 申請地内にトレンチを設定し、重機掘削後、人力による遺構Eび遺物
の確認を行う。基礎慣削の深度1;1全て盛土であり、支障はない。

371 3. 11. 18 昔回白鳥遺跡 白鳥3--332 ガレージ ガレ ジ建築に際L、基礎掘削時に断面観察するe 現弛表面下約O.51ll
までの掘削で全て造成土の中に収まる。

381 3. 11. 27 野々上遺跡 野々上3-502. 2.247.00 分譲住宅 申請地内にトレンチを設定し、重機掘削機、人力掘削を行い、断面・
仁賢陵古墳 503-1.504. 平面観察する。仁賢瞳古墳白外堤に平行する溝状の遺構壱醒認し、俳

11. 28 505-2 話や土師器が出土する。(詳細1;1本冊掲載)

3913.12. 16 大黒散布地 川向2040-4. 6 582.77 鉄骨造2階建 申請地内にトレンチ壱設定L、重機錨削r段、断面・平面観案。現地表
事覇所 面下約1.15.の掘悶1]0地表から約0.5.下までは造成盛土、その下に厚

さ0.25.の旧量土がある。その下には茶灰色砂層白地山を確認する。
この砂層は石川の氾濫源によるもので、遺構・遺物1;1見られ屯い。
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試掘調査一貫表

N. 調査期間 遺跡名 位 置 申請書

I 191. 1. 8 範囲外 伊賀2-500-11 

2 191. 1. 16 範囲外 議之内 193

3 191. 2. 7 範囲外 島車9-300-1. 
301. 
302-1. 
359-2 

4 191. 2. 8 範囲外 学掴前5ー192ー甲
193.194白書一部

5 191. 2. 8 範囲外 古市字下関1920ー甲
1920-2.1921-1.1922 
1923. 1925-1 

6 191. 2. 18 範囲外 西浦 5-2294-I 

7 191. 2. 20 範囲外 島県6ー169

8 191. 3. 範囲外 島県6-11-I 

9 191. 3. 8 範囲外 島泉9-7 -I 

10191. 3. 18 範囲外 大黒 326ーl

11 1 91. 3. 26 範囲外 駒ヶ甚字ゴヒ1亘舛
103-I 

12191. 4. 5 範囲外 古市1360-I 

13191. 4. 8 範囲外 羽曳ヶ丘3-4ー12

91. 4. 9 

14191. 4. 12 範囲外 野字二反田490-I 

15191. 4. 15 範囲外 羽曳ヶ丘2-4-1

16191. 4. 25 範囲外 はぴき白
5 -568-4 

17 191. 5. 16 範囲外 高鷲6-12-129 

規模 (n!) 用途

345.90 共同住宅

卯自由893 寺院建設

3.620.28 平屋建庖舗

726.11 長屋住宅

951.18 宅地造成及び
分譲住毛

696.84 個人住宅

1.091.11 共同住宅

677.40 平塵倉庫

2.365.4 書庫及び
自転車置場

683.72 個人住宅

474.40 個人住宅

362.32 伺人住宅

330.46 個人住宅

2.042.96 事務所付童庫

328.41 個人住宅

428.19 個人住宅

1.595目705 共同住宅
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備考

建物基礎掘削部分を調査する固現地表面下約O.岨まで掘育。上部O.2m
は造成盛土で、そ白下約且 I聞の厚みで旧緋作土がある。以下に暗赤寝
褐色枯置土があり、この層に黒青色砂賀土が入り込むことから地山の

撹乱の可能性がある。なお、確実む地山は掘り下げの停止面で見られ
る。土師質土器0)'1、破片l、出土ゐ

備 考

申請地内にトレンチ lヶ所を設定L、重機掘削i量、断面・平面観察L
現地表面下0.90は盛土で、以下耕作土O.lmがあり、この下に黄色系粘
土白地吐』層となる。遺構・遺物は見られない。

基礎掘削部分について重機掘削桂、断面・平面観察する。当該地は羽
曳丘陵を削り出して平坦地を造っており、掘削しても地山のみの堆積
で遺構等は見られむい.

平色申請面粘地観土察品内曲すの建dるz匂・占〈現現部分扶れ地にる表. トレンチ2ヶ所を設定し、 重機掘削後、 断面・面から 0.2-0.3mまで掘り下げると、明黄褐
断面でほ土墳状白遺構を輪出するが、遺物は

出土し臼い。重機掘削中に陶磁器と土師置土器の極細小片が計2片出
土するが、かなり摩援している。

申請地内において、造成工事(切土)の際に断面観察する。全て地山
届(淡黄褐色系白砂層)で、遺構・遺物は見られむい。

申請地ほ全て盛土を行う造成工事で、地下への景見書はない。現地表面
下O.5m程度掘り下げるが砂層(地山〕で、石川町氾濫源と思われる。

申請地内に2ヶ所目トレンチを設定し、重機椙削後断面観察する。現
地表面下約O.Bmまで掘削、上郎0.4阻までは表土及び撹副U面でその直下

で地山となる。他方は現地表面下豹0.50まで錨り下げるが色砂、全買土て造層が成
土で地山層は確認できな地勺た.近世の遺物を吉む茶褐
見られる。陶磁器・瓦破片が出土。

申請地内にトレンチ4ヶ所を設定し、重機掘削の後、断面観察する。
トレンチによって土層白堆積状況同異なるが、基本的には、耕作土・
黒茶褐色粘質土・黄褐色粘質土町地山という状況である。地山の一部
に灰茶色砂層が入ったり、耕土の直下に明黄茶褐色粘質土や茶灰色砂
層が混じる。遺構・遺物はみられない。

トレンチ4ヶ所を設定し、重機掘自I1白桂、断面観察する。第l・第4
トレンチは、緋作土及び床土を除去すると黄色粘質土が現れ、以下、
粘土層白安定した土層になる。第z・第3トレンチでは耕作土及び床
土を除去するとすぐに砂層白みが堆積してり回荷遭とみられる.これ

より小片の主器が出土する。

計画地に於いてIOmxlOmx深さ 2mO)トレンチを設定し、重慢掘削
後、断面観察する。現代の表土(約0.40)の下は、粘質土の地山層で
ある(地表面下2mまで確認)。遺構・適物は見られない。

浄仕層部分壱蝿削し、断面観察する。現代表士・盛士の下に1;1:、造成
や涜土となった地山が現れ、遺構・遺物は見られない。

基礎鋸商I1時に立会L、断面観察するe 当該地味最近までの水団地に約
1.2胞の盛土を施L、建物を建設する。基礎掘削は0.60程度であり、地
下へ白覇王響はない。

接壁工事部分自立会の桂、申請地内にトレンチを設定し、重機掘削の
後、断面観察する。擁壁部分1;1:耕作土内で掘削が収まる。トレンチ部
分は、耕作土以下は砂層堆積由みで、遺構等i孟見られなし、

申請地内は、 1x 1mのトレンチを設定し現地表面より約0.9閉まで掘
削。上部約0.2皿までは耕作土(黒褐色砂質土)、以下1;1掘り下げ停止
面までは造成土{明黄褐色砂置土層〉で、談灰色の粘土プロ yクが入
る。遺構・遺物は見られ屯い.

申請地内にトレンチ3ヶ所を設定し、重機掘削後、断面・平面観察す
る. 3ヶ所とも層序は同じ様相で、造成土・旧耕士・濁黄褐色粘置士
の地山田順に堆積する。遺構・遺物はみられない。

基礎工事に際し、掘削断面を観察する。上部O.4mtま造成土で下部O.2m
も質の異なる造成土が見られる。遺構・遺物i立見られない。

現地表面下約0.6阻まで重機によって掘り下げる。上部且4.は撹乱され
ており、下部ほ明黄褐色白粘置土層が検出される。遺構・遺物は見ら
れない固

申請地内にトレンチ4ヶ所を設定L、重機掘削後、断面・平面観察す
る。層位は上から造成土・旧耕作土・明橿黄褐色砂暖土白地山で、遺
構・遺物は見られない。



N， 調劃月間 遺骨名 位 置 申請書 規模 (nI) 用達 備 考

16191. 5. 23 範囲外 島県5-250-2 421.42 個人住宅 建に物つ本い体て掘工事再iはL、現耕作土に0.5.の盛土を施し工事を行う。擁壁部分
町一部 た時点で立会調査を行う。掘削は現水図面下、 O.25m

援であり、アゼ盛土及び耕作土内に担まり、地下への昨響はない。

19191. 5. 29 範囲外 島泉9-170-4.5. 985.07 宅地造成 申請地内にトレンチ4ヶ所を設定し、重機掘開倣、断面・平面観察す
11l-1 る。層位は上から盛土・黒灰色士層・葺黄褐色弱粘宜士止な品。遺構

はむし遺物ほ土師器片及び号制l片が数奇見られる固

20191. 5. 30 範囲外 高鷲10-23-1 336.78 共間住宅 申請地内にトレンチ2ヶ所を設定し、重機抱削後、断面・平面観察す
る。届位lま上から表土届・廃機層・砂層とむり、遺梅・遺物は見られ
t.il.¥c 

21191. 6. 21 範囲外 島泉3-18-1 4.000.00 庖鏡 盛申請土約地内0.9に2トレンチを設定L、重機掘削の龍、断面・平面観察する。
白下は耕作土層・床土層が見られる。約2.2阻迄掘削するが

粘土層で覆われている状況で遺構・遺物は見られない。

22191. 7. 1 範囲外 学園前3-1308 103.265.01 校舎建設 申請地内で約3mまで掘削された盛時面を観察するロ全て造成土若しく
他76筆 は地山で、遺構や遺物包吉層は認められない。

23191. 7. 12 範囲外 高鷲10-506-2 407.04 共同住宅 申請地内にトレンチを設定し、重機掘削後、断面・平面観察を行う。
507-1 約 1mまで掘り下げ、地山の確認を行う。遺構・遺物は見られなL、

7.4191.7.16 範囲外 西浦4-855ーI 498.30 共同住宅 申請地内にトレンチ l令所を設定し、重機掘削後、断面観察。現地葺
由一部 面から約1.1阻まで抱削する.層位は、造成土・旧耕作土・談灰白色砂
他I筆 質土層・赤橿黄褐色砂質土白地山となり、全て水平堆積である。遺構

-遺物は見られむいe

25191. 7. 16 範囲外 駒ヶ甚1220 495.00 農業用倉庫 申請地内にトレンチを設定L、重機掘再IJii量、断面・平面観草するー約
1.4.まで掘削。童土約0.3園田下、淡青茶褐色砂質土が見られる。遺構
-遺物は見られない。

26 1 91. 7. 17 範囲外 高鷲8-11-1 992.88 長屋住宅 申請地内にトレンチを設定し、重機掘削後、断面・平面観察する。回
10-11 の擁壁田中で語本が献しい。断面lま4層に分層され、談灰褐色粘質土

に遺物{土師器片・ 2且車器片〉が若干見られる。

27191. 7. 22 範囲外 羽曳ヶ丘4-6 -6 551. 685 個人住宅増築 建物基礎掘削時に断面を観察する。全て盛土で、遺構・遺物は見られ
.-7 ない。

281 91. 8. 5 範囲外 駒ヶ巷1370-1 356.32 個人住宅 基礎工事時に、掘削断面を観察する。現地表面下、 0.7聞の深さまで鋸
1367-3 り下げられているが、上から置土・造成土・旧表土・地山風化層ない

L流土届(黄褐色砂質土層)である。最下層白黄褐色砂噴土は地山田
可能性晶る。遺構・遺物は見られない。

29191. 8. 5 範囲外 野 600-2.一18由一部 416.12 道路位置指定
道路部分にれ褐ト色、レ砂埋ン醸土チ土中モ設のに地土定師山しf器届hで小破重あ機片る。掘(高削ト杯申レ紬後ン、部チ断面観察する.表土604-1.ーι605 〔専用住宅 の下位灰白 東端で土域状遺構 l

6日6. 617-1. -99 4戸〕 つが確認さ 均、.?Jを確認」
(詳細同本冊掲載)

301 91. 8. 21 範囲外 軽里 1-127 5.426.38 事務所増築 申請地内にトレンチを設定L、重機掘削由佳、断面・平面観察する。
関西電力側 現地表面下3.2mまでは盛土、以下は地山層となる。壇構・追物は見ら
羽曳野営業所 れない。

31 1 91. 8. 23 範囲外 羽曳ヶ丘酉 330.57 個人也宅 トレンチ3ヶ所を重機掘削した後、断面観嘉する。現表土及び廃土の
1-7 -11 下はすぐに地山面となり、遺構・造物は見られない。

32 I 91. 8. 28 範囲外 南恵我之荘 512.61 個人住宅 トレンチ2ヶ所を設定し、重機錨削町議、断面・平面観察する。第 I
8 -195-2 トレンチでは、表土・盛土町下はガラによって埋められており、地表

面下0.6閉まで回全て盛土白みである。第2トレンチでは、表土下には
灰色土が若干堆積し、以下、黄檀色・灰黄色町粘土届白地山となる。
遺徳・遺物は見られない.

33 1 91. 9. 17 範圏外 埴生野 805-1 21.987.99 老人j-k・ 申請地内においてトレンチを設定し、重機掘削阜、断面・平面観察す
地域交流トル る。現地漬面下が:)0.6回まで盛土、その下は地山層である。遺構・遺物
白増築 は見られない.

34 I 91. 9. 17 範囲外 羽曳ヶ丘4-2-7 326.66 個人住宅 申請地内において、建物基礎掘削時に断面観察する。現地表面下約O.
2mまでの掘削であるが、全て擾乱・造戒土。

35 I 91. 9. 19 範囲外 西浦6-10-1. 744.05 黄庖舗 申請地内において、建物基礎掘削時に断面観察する。現地表面下0.85
5-5 阻の掘削。企て造成土である.

36191. 9. 19 範囲外 西浦6-9. 975閃 茸庖舗 申請地内において、建物基礎掘削時に断面観察する。届位状況は、造
5 -) 成土・青灰色砂質土・黒青灰色土・談貫褐色粘土白地山田水平堆積で

ある。遺構・遺物は見られむい.

37191. 9. 20 範囲外 羽曳ヶ丘3-16-12 365.61 個人住宅 申請地内において、建物基礎掘削時に、断面観察する.現地表面下約

0.25ml1.l掘目。9 上から造成土・旧表土で、遺構・遺物は見られない。

38191. 9. 25 範囲外 伊賀 1-355ー l 726.76 倉庫 申請地内にトレンチを設定し、重機錨削の後断面lI!l草する。申請地は
畑地であり、層位は耕作土・謹黄白色土・談黄白色土・談黄褐色粘質

土である.遺構・遺物は見られない。

39191. 9. 26 範囲外 野 693 2.447.17 共同住宅 申請地内にトレンチを設定し、重機掘削白後、断面・平面観察。申請

地は水団地であり、上層から緋作士・灰褐色弱粘質土・灰白色粘土・

灰白色砂醸土層(褐色混り〕の願にむるE 遺構・遺物は見られない。
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臨 調査期間 遺跡名 位 置 申請書 規模(n{) 用途 備 考

401 91. 9. 10 範囲外 羽曳が丘5ー1-5 321.18 個人住宅 申請地内において、擁壁取り壊し町際と建物基礎掘削時に断面観察す
お るa全τ造成土 f盛土)であり、遺構・遺物は見られ屯い。

411 91. 10. 15 範囲外 高鷲2-405 953.16 道路位置指定 申請地はすでに下水・水道・ガス菅の工事が読み、これを避けた2ヶ
ー1. -3 所由トレンチ設定を行い、重複掘削後、断面・平面観察する。旧掛作

• -5田部 土と床土o.加の下!ζ談黄褐色枯質土の地山層を1.5mまで確認する。

421 91. 10. 16 範囲外 野 59.61.64白 531.54 倉庫 申譜地内に盛土をした上にぐり石を敷いて基礎工事するため、現状確

各→E 認。み行う。

43191. 10. 22 範囲外 西浦3-2325 416.69 倉庫 申請地内に於いて、建特虐礎掘削時に断面・平面観察する。断面観察
によると、アスフアルト舗菱自下は進国とtで、そ白下回約O.2m白|日豊
土で、多J>白遺物を包含する@なお、アスフアルト舗装以前まで機能
していた井戸を検出。検出面での大きさは直径1.1固である。

44 1 91. 10. 23 範囲外 大黒 241-1 39.088.21 工崩増築 申請地内において、建物基礎掘削時に断面観察する。現地表面下約1.
5阻程度目掘削で、全て造成土である。

45191. 10. 31 範囲外 羽曳ヶ丘西 318.13 個人住宅 申請地内に於いて Ix 1m白トレンチを設定L、建物基礎目深さにあ
3 -4 -6 わせて掘削を行う。全て造成土である。

46191. 10. 31 範圏外 羽曳ヶ丘西 331. 91 信人住宅 申制内に皆、て、建幅醐再'1時国会するe 基礎は醐表面上に
2 -3 -30 栴築す晶た 工事に際し支障なし。

41191.11. 8 範囲外 羽曳ヶ丘西 1-1-69. 316.68 信人住宅 基礎掘削の深度は全て造成土である。

" 2-291-2 

48191. 11. 15 範囲外 笹山 205-1 321.21 住宅増築 申脚内にトレンチを躍し、重機掘自問、断面平面観察。現地|
表面下約0.4岡掘調IJする。上層は茶黄褐色弱粘質土、下層は耕作土t床
土で、遺構・遺物は見られない。

49191. 11. 29 範聞外 羽曳ヶ丘3-24-1 392.22 個人住宅 申請地内で菅婦人時に立会し、断面観察する。現地童面下約0.4固まで
掘り下げる。上部O目2皿は表土層、下部0.2m1;!茶褐色砂質土で比較的粘
質帯び、地山層の可能性がある。

50191. 12. 3 範囲外 野字(阿ア湯ユ戸ト池)66 1 49.592.24 ゴルフ線習場 申請地、ポーリング内に腔いて調査する。申請地は池の為、湧水が車
しい。ボーリング内では、遺構・遺物等は確認できず。

51191. 12. 9 範囲外 野田一 lのー奇想 443.51 平屋工場 申請地内は盛土の上に基礎を施すため、地下への艇事はない.

52191. 12. 12 範囲外 尺度 285 456.18 個人住宅 申請地内において基礎工事時部分自断面観察を行う。基礎は現地表面
より上げ、部分的に低い箇所は盛土を行うため地下への影響はない。

回目1.12. 18 範囲外 学園前1-324-402 372.05 個人住宅 申請地内にトレンチを設定し、重機掘目IJ後、断面・平面観察。申請地
403・394 内は盛土され、基礎はそ白中に収まる。遺構・遺物は見られない。

臼 91.12. 24 範囲外 古市 1367.1365-1. 1.256.34 道路内 申請地内にトレンチを設定し、重機掘削四後、断面・平面観察する。

E 埋官施設 申請地内は荒地であり、層位は耕作土・灰白色砂質土・青灰褐色砂賀
土・青灰色調粘質土となる。遺構・4物は見られない。

立会調査一覧表

h 調査期間 遺跡名 位 置 申請者 規槙(n{) 用途 備 考

1 1 3. 2. 5 野中寺跡 野々上5-230-9 86.21 個人生宅 建物基礎掘削陣に立金L、断面・平面を観察する。全て現代盛土で、
他 lli 掘削l底面も旧耕作土上面が一部見える程度である。遺構・遺物は見ら

れない。

2 1 3. 7. 5 茶山遺跡 書回7ー1-2 掘削に際して立会L、断面・平面を観察する。全て揖凱士であり遺構
-1-5先地 -遺物は見られない。

3 13. 7. 8 古市大溝跡 野々上5-462-52 52.31 個人住宅 4申6皿請の地掘内百でH。基上礎部工0事.2固中まに立会L、断面・平面観察する。現地表面下0
上部O. では表土ないし提言l届で、下部は貫褐色砂懐

質土で、 2-5聞大白践をまばらに吉む造成土と思われる。

4 1 3. 8. 22 三ッ塚古墳 駒ヶ谷・^~-，公園内 羽曳野市長 ĵ-1公園落石 三ッ塚古墳の西側で現地表面下約0.7田掘削する。上部0.2m1;!造成盛土
防止柵設置 で、下部O.5mは地山層である。墳丘を区画する遺構は見られない.

5 1 3. 9. 20 古市大溝跡 軽里3-1 -13 電柱設置工事 電柱設置工事に伴い立会L、断面lI!l言。現地表面下約1.3，掘自L土居
状況は上部し加までは揖乱土、下部0.3闘は赤撞褐色砂礁土白地山であ
る。

6 1 3. 10. 21 三ッ塚古墳 駒ヶ谷.̂'-1公圏内 羽曳野市 倉庫建築 ニッ塚と呼ばれる横穴式石室の円墳3基白うち、最北にある横穴式石
室境白裾部に接する倉庫建設に伴う立会いで、基礎掘削時に断面地観w察眉
する。石室主軸に対して直愛する壁面では、石室側へむ;かつて 山居
が低〈担っている状況が見られるB 基本的には表土届・流土届・地山
層という層序で、こ白藷ち込みが、古墳の周溝の可能性がある。

1 1 3. 12. 4 古市大溝跡 軽里3-6 -12 ガス菅埋設 現状の道路面から約1.1皿白掘り下げた。上部0.3，までは道路造成持の
6 -5 整地土で、その下は赤橿褐色白砂醸土白ブロックを混じえる灰褐色粘

土層D堆積が見られる。
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N. 調査期間 量跡名 位 置 申請者 銀慎 (m') 周途 備 考

8 1 3. 12. 13 向基山古境 白鳥3-12 羽曳野市 下水道工事 当該聞所は向基山古墳の東側に当たり、中位段丘の下勺た所に位置す

書目白鳥遺跡 る〈中位段丘崖面~下位段丘亙に相当入現状道路面下約1.6mまで掘り
下げている。上部0.4田は道路舗装時の造成土・旧耕作(地表)士、モ
の下は厚さ約 0.8-0.9m白菜灰色町粘質土層で、若干の埴輪等が包吉
されている。その下ほ 0.3-0.4眼目厚みで砂質系0土層があり、この
中に稀に離が入る程度である{地山届の可能怯有り)。

9 1 3. 12. 16 向基山古墳 白鳥3-12 羽曳野市 下水道工事 工事由鋸削作業時に、断面壬観察する。現状道路面下約 1.54mまで掘
書回白鳥遺跡 り下げている。道路面から約0.4阻までは道路造成時の盛土や旧表士、

その下厚さ 0.55町四茶褐色粕質土層(埴輪・土師器の小破片を包含す
る)の堆摘が見られる。その下回明帯灰褐色砂醗土層(地山層)であ

る.

1013.12.19 向基山古墳 白鳥3-12 羽曳野市 下水道工事 現状道路面下約1.62mまでの掘り下げである.今回の地.<io.は2量輸窯の
普回白鳥遺跡 存在が報告されている付近の為、この点にも注意L断面を観察する。

道相路当面す下る約(0.9~L褐0.色程粘は置撹土乱層をが受見けらてれおるり。、 部分的に明遺茶物褐包色含枯層Eに
する(暗〉茶 そ目下に明茶色枯賀土

層が見られ、地山層申可能性がある。遺構・遺物ほ見られない.

111 3. 12. 21 三ッ塚古境 駒ヶ各-;¥$ーヲ公圏内 羽曳野市 公園整情事業 ニッ塚古墳(北墳・中墳)の一部について、整備作業を同'J提とした墳
丘面白確認島債を行う。聾情は現地量面を若干剥吉、そ白上に盛土を

行い芝彊りするa よ勺て現状白表土がどの程度堆積しているのかを確

認するため、北墳・中墳白数ヶ所にトレンチを設定し、人力掘削桂、
断薗観察する。各々トレンチで墳丘置と恩われる面まで下げる。

北墳において目、石室北側白トレンチでの表土直下に灰貰褐色粘質土

届D墳丘盛土面と恩われる面を検出する。石室南側白トレンチでは表
土白下に流土があり、以下は墳丘盛土面と恩われる黄灰褐色粘貰土を
検出する。中墳では、墳頂付近と墳丘西側斜面及び北側裾部にトレン

チを設定するロ北側据部1;1全て表土や流土層等四二次的堆積土が約O.
4.白車さで見られる。他回調査区では表土の下は灰色ないし灰黄色粘
質土層が堆積し、この届が墳丘盛土面と考えられる。墳丘付近白トレ

ンチでは表土白厚さは3-5聞と薄く、西側斜面では5-10聞の厚さ
となり、その下に灰黄色粘質土((墳丘面)が検出された。

-11 





株山遺跡

株山遺跡は羽曳野市飛鳥に所在

し、近隣には石万尾遺跡・ドンズ

ノレボー遺跡 ・春日山第 1散布地な

どのサヌカイ卜を採取する原産地

および石器製作遺跡とされるこ上

山北麓遺跡群が広がる。当該地は

二上山の北西部、奈良県との境に

あり標高235m以上であるが、現

状では採石場となり山々は大きく

掘削されている。なお、当遺跡の

名称は以前は石万尾遺跡第 1地点

であったが、帝塚山大学が調査し

た昭和55年以降は株山遺跡と呼称

されるようになった。

過去の調査としては、昭和55年

~56年に帝塚山大学によ って山頂 図2 遺跡内位置図

断崖部付近において実施され、サヌカイト原石を採取した採掘坑やサヌカイト石器製品などの

遺物が出土した。

続く昭和58~59年には、同所の西斜面側を大阪府教育委員会が調査を実施し、縄文~弥生時

代にわたる焼土坑・落とし穴などの遺構と石器を確認した。また、奈良時代の土師器・須恵器、

瓦器といった新しい時代の土器なども出土している。

これらの成果から当遺跡は、 主と して旧石器~弥生時代の石器石材採掘場所と考えられるが、

それ以降も何らかの活動を示す復合遺跡であることが確認されている。

調査の契機と経過

平成2年10月29日付け(羽教社第886号)で、羽曳野市飛鳥927番地の一部について昨年に引

き続き、 12，462m'を対象とした採石事業実施に伴い発掘届出書が提出された。当該地は、昨年

度の調査地南側の谷筋部分である。昨年度の調査では、山頂に近い部分で、はサヌカイト剥片な

どの集中部が認められたが、表土直下には岩盤若しくは流土が堆積しているのみで、遺物包含

層や遺構は検出されなかった。

13 



/ 

図3 調査区位置図
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v 
」今年度は第2次調査として南側の谷筋を中心とする部分について調査を実施した。なお、

の地点は、原石採掘士坑群が確認されたところから南東100m以上離れた所で、尾根が下降す

る所と深い谷地形となる部分である。

調査は平成3年3月4日から年3月28日まで、幅2mの卜レンチを6ヶ所設定し、重機掘削

卜レンチは総延長286.3mに達した。の後に断面及び平面を精査し、遺構などの検出に努めた。

調査成果

卜レンチを重機で現地表面下約O.3~1. 3mの深さまで掘削した。断面観察の結果、調査は、

表土や流士がO.2~1. 2m程度堆積する下層は、すぐに安山岩の岩盤となり一部露顕するところ

もある。岩盤の上層はもろく、パイラン士状態になっている。

山頂に近い斜面では表土が薄く、既に谷下へ流れ出している。また、斜面が急なため中程で

も余り堆積土がなく、堆積した層においてもサヌカイ卜の剥片はほとんど含まれていない。

一方、緩斜面となる谷の中心部では流土が厚く堆積し、流土下層と地山面近くでは人頭大か

それ以上ある大きさのものや板状に剥離した安山岩が転げ落ちた状態で密集して出土している

これらの石材は質の悪いサヌカイ卜でもあり、いずれも人工的な割れがあるもの

層JI
 
焼
土流の健状γJ ラ

土

イ

琉

パ

は確認できない。
株山i貧跡
1 聖 1二
号 lOYR  5/3 に ぶい歯 褐 色土
:¥ 2.5Y 5/3歯褐色土
1 2.5Y 7/1 }芙白色土
号 5Y 4/2 構成色土
{:) lOYH  6/2灰酎褐色 tニ
7 5Y 7/2庇白色こと
6 鼎褐巴土(硬買〉
~ IOYH 7 /'1 ~ 三ぶ L 、歯檀色耕盤

(図版一)。

1m 0 

第4卜レンチ西壁断面図図4

第1卜レンチと第4卜レンチの合流部分の尾根側では、 表土及び上層流土の下に炭化物を含

む遺構状のものが確認されたため、調査区を一部拡張して平面的に調査を行ったが、長惰円形

の落ち込みとなった。出土遺物などが認められないが、 土質の状態が緩く浅いことから比較的

新しい時期のものと思われる。

この下層の流土内から土師器の小片が2点出土しているが、時期を確認できるもので

15 
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まとめ

今回の調査においても第 I期と同様にサヌカイ卜原石の採掘坑は認められなかった。また、

尾根側では傾斜が急な地形であり堆積層が薄く岩盤に近い状態である。谷部分については流土

が厚く堆積し、転落した安山岩原石が集中する部分があるが石器生産に伴うものではない。

そのため、昨年度及び今年度に調査を行った申請場所については遺構や遺物包含層が確認さ

れず、 一部を除いて採石業務に着手が可能と判断される。しかし、昨年度に協議しサヌカイト

原石や剥片が多数集中して堆積している地点については、周辺の地形も含めてできる限り広い

範囲で現状保存を図るように申請者に対して協力を求める必要がある。
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茶山遺跡

茶山遺跡は誉回御廟山古墳の東側

一帯に広がり、 南部は上堂遺跡が隣

段丘上に広がる南北580m.東西320

接し、東限は石川氾濫原までの中位

mの範囲を有する。また、北は藤井

寺市 ・土師の里遺跡へと続き、遺跡

の性格が同じであることを考えれば

¥
1
1
j
1
1
/
 

一連の空間である。

遺跡内には粟塚古墳などの誉田御

廟山古墳の陪家と考えられる古墳が

点在し、その内容の豊かさが知られ

ている。従来は、(1)I円筒埴輪棺」

を使用する土境墓が密集している。

(2)奈良時代前半には、土師器を中心

に土坑内に多量埋納する。(3)土馬な

どの出土が著しく 多く祭杷的色彩が

ことをはじめ古墳時代から奈強い、

遺跡内位置図図5良時代を中心とする遺跡と考えられ

ていた。

しかし、昭和60年度の府教委及び昭和63年度以降の市教委による調査で14世紀から16世紀の

園池状遺構 ・井戸 ・集石土坑群やこれに伴う多数の遺物が出土することが確認されており、一

帯は奈良時代に終罵することなく 、その後14世紀代に再び復活した複合遺跡であることが判明

している。

本年度は当遺跡内で4箇所の発掘調査が実施された。そのうち大きな成果が得られた2ヶ所

について概要を記す。

第 1区

調査の契機と経過

当遺跡内の誉回 6丁目599番地4号他3筆において、 鉄骨3階建ての社宅建設工事に伴って

(羽教社第1036)に 「発掘届出書」が提出された。当該地が、茶山遺跡及び

17 
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少ないことから事前の確認調査と実施

することとなった。

当該地隣接地での過去の調査として 員i'l1卜レンチ 1‘ヲ-!:l'¥ 5卜レンチは、 誉田中学校グランドのフェンス工
出，

t 

事に伴い発掘調査を行った際に、東馬 I 
I 

塚古墳の墳丘や周濠が確認され古墳の

墓域がさらに外側の一辺約35mまで広 第3トレンチ

がることが判明した。旧地図では西に .. 
隣接するこツ塚古墳を含む誉田御廟山

古墳の測量図(昭和3年)によると二

ツ塚古墳の北側にため池があり、さら

に、東側には等しいはばで畦畔がみら

れる。また、東側の発掘調査において

も濠跡が認められる。

これらのことから、二ツ塚古墳は北

側と東側に幅約15mの周濠を巡らせて

おり、現状ではこの部分が湿地として

遺存している。

このような周辺での状況を踏まえ、

-ー--
平成3年1月24日から同月29日まで現 図6

地調査を実施した。なお、この現地調

査費用は全て申請者の負担による。

調査の成果

調査区8ヶ所を設定し、 表土や造成

土を重機で除去した後、断面及び平面

を精査した。なお、検出した遺構の多

くについては掘削は行わなかった。各

調査区によって層序や遺構の内容が異

なるため各調査区ごとに概要を記す。

図7 帝室林野局測量図
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第 1調査区 (2x2.4m) 現地表面下O.2mまでは表土及び盛土でこれを除去すると土器や埴

輪片が入る包含層がO.2~O.5m堆積している。 この下は磯層の地山となるO 遺構としては明確

なものは検出されなかったが、ここは 「東馬塚古墳」の外堤部分とみられ他に比べ地山が高く

なっている。埴輪2片が出土した。

第2調査区 (2x 1 m) 重機での掘削当初から湧水が著しく、壁面の崩壊のためすぐに埋め
会直 ， " 

戻す。

第 3調査区 (4x 2 m) 地表面か

ら近年の撹乱が深く、 O.8mまでは

廃棄物があり、この下に約O.2m厚

みで奈良時代の土器を含む包含層が

残存していた。この包含層の下は黄

色土の地山面であった。遺構として

は、中世の暗渠と思われる溝と奈良

時代に掘られたと考えられる土坑が

数箇所検出された。

第4調査区 (2.1x3.9m) 地表面

下O.15~O.2m までが表土でこの下

に包含層がO.5~O.6mの厚さで堆積

している。この層には奈良時代の土

器や埴輪が多数含まれていた。この

包含層を除去すると磯層地山となる

が、この層を掘り込んだ士坑や柱跡

が多数検出された。

第5調査区 この調査区においても

近年の撹乱が著しく O.6m程がゴミ

の投棄や盛土であった。この下には

O.1 ~O.15m幅で、包含層が残存して

おり、以下は磯層の地山となり、こ

の面に3ヵ所の遺構が確認された。

第6調査区(1.9x4.8m) 表土層

O.2~O.25m の下に、l. O~ 1. 5m の

包含層が厚く堆積しており奈良時代

チ、/レ用

凶 東

¥-一一一~ー一一一-一九 l 第3卜レンチ
~ I -ーコ~ナ-1 10YR 4'2附褐色 |

ヒニJ 一三三二二一ιτf了 J乙ζゴ 2. IOYR 5 3にぶい制
~ ~ 6 --.!z.温三むき耳孟必必至1 色土
%今乞と乙斗~め'/7/'7//// / ^ ""へん げ/，くん~今 3. IOYR 5/4にぶし、黄尚

色士

2.5Y 4/2 11削わ黄色 1

7.5YR 4'2灰褐色土

(礁含む)

6.7.5YR4/1泌氏色土

1OY1{ 7/6明黄褐色 l

(地山)

2m 

第4トレンチ
東

区長二ゴヂ

2m 

内第 6トレンチ 東

ト ー ← 、」一一 2 -----一三士一一一一二=ーゴ 第6トレンチ
γ一一一 \下~---一一------， 1 表 |

¥ ~ 4一コ2い……7日川5町川Y刊R灰縞色上
J 3.7.5YR5/1 

!)'i/附ズ府特今骨付方判明77宍月明付卓傍伯仲ゲー 褐灰色土

じ2)7'川以ゐ命令γχY~ιu./パメ/VV、 νγ í/// ト IOYR 4/2 

灰黄褐色土

5. 10YR 4/2 

灰黄褐色土礁

lグJ14混じり

6 IOYR 5/2 

版黄褐色土

7. 10可R 6/4 

にぶし、黄惰色

砂礁 (地111)

図8 平面及び断面
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の土器が多数含まれていた。これらの包含層を除去すると黄色系土の地山層となり、遺構が数

箇所検出された。柱穴は約1.3mの等間隔で東西方向に並んで、おり、建物柱列若しくは柵列と

思われ、更に延びる。また、西に向かつての落ち込みがあり、多数の土器が入っていた O

第7調査区(I.6x 4.2m) 表土は0.2~0.5mあり、これを除去すると包含層が現れるO この

包含層は0.4~0.6m堆積し、下層には燈褐色砂質の地山となる。 ここに柱穴 1 ヶ所と土坑 1 ヶ

所が確認された。

第8調査区 (2x 4 m) 湧水が著しため断面の監察後直ぐに埋め戻した。

遺物

埴輪(円筒埴輪・形象埴輪)、土師器(高杯・杯)、須恵器、瓦質土器などが遺物包含層から

出土している。特に第6調査区からは多くの遺物が出土している。以下、図化可能なものにつ

いて掲載し概要を述べる。

1は高杯の脚部で中空のものであるO 残存部で裾の聞きが認められることから短い脚のタイ

プである。また、外面は面取りされた多面体となる。2は瓦器椀の底部で、断面三角形の外側

に張る高台が付く O 内面の見込み部分には格子目の暗文が施されている。3は須恵器査の底部

〕111JZ 三 百二

て冒 / 

三 J

1日cm

yl 

1日

匂ミP
図9 出土遺物
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で、内面にはロクロナデによる成形が認められる。4の瓦器椀は復原口径14.9c皿を測り、口縁

端部が上外方へつまみ上げておさめる。外面には丁寧な暗文を施す。

5の外面は丁寧なナデで整形し、赤色顔料が全面に塗られている。内面には粘土継ぎの痕が

残る。薄手で堅轍な作りから形象埴輸の可能性が考えられる。6は円筒埴輪で高いM字形のタ

ガを有する。外面は二次調整にB種ヨコハケを、内面は横方向のハケによる調整を施す。7の

円筒埴輪も外面の三次調整にB種ヨコハケを施し、赤色顔料を塗布している。8は器壁の厚い

もので、外面の磨耗が著しい。

9は蓋形埴輪の立ち飾りで線刻による装飾が認められる。10は盾形埴輪で、外面には線刻が

残る。裏面にはタガ部から剥離した痕跡がある。

埴輪に関しては、外面調整やその焼成などの特徴から誉田御廟山古墳と同じタイプと考えら

れる。 土師器や須恵器は、平城宮 II ~ III期に相当する時期のものと考えられる。また、瓦器椀

については、尾上編年の II - 3 ~ III - 2 期の所産とみられる。

まとめ

以上のように、申請地はその立地に相応しく全面的に遺構及び包含層が存在しており、時期

的にも奈良時代を中心として古墳時代や中世(鎌倉 ・室町時代)まで幅広く存在する。当遺跡

の時期が古墳時代から奈良時代であることに加え、近年の周辺部での調査において中世まで継

続することが判明しており、今回の調査においてもこの時代まで継続することが認められた点

は大きな成果である。

これらの成果をもとに、工事計画の再検討若しくは本格的な発掘調査によって破壊される部

分の記録保存の必要性な旨を申請者へ回答し、再度協議を行った。

第2区

調査の契機と経過

遺跡内の誉回 6丁目652番地 3号他4

筆において、ガソリンスタンド改築に伴っ

て平成2年3月19日 (羽教社第1461)で

「発掘届出書」が提出された。当該地周

辺では、表土下の浅い所で遺構が確認さ

れているため、建物解体時から随時立会

い、残存状況を確認した。その結果、既

設タンク部分や建物部分では既に遺構や 図10 調査区位置図
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遺物包含層は削平されていたが、今回新たに建物が計画された部分では削平を免れ埴輪や奈良

時代の土器が入る包含層が現地表面下約O.lmで、確認された。そのため、申請者や施工主と協

議の結果、設計変更などの現状保存が不可能なため、掘削部分について発掘調査を実施するこ

ととなった。

調査は平成3年2月2日から同月 5日まで現地調査を行った。なお、この現地での調査費用

は全て申請者の負担による。

層序と遺構

現地表面及び解体後の廃土層が約0.1~0.15m堆積しているが、これを除去すると茶褐色の

遺物包含層が堆積しているが、部分的には表面に露頭している。この包含層は既設工事等によ っ

て削平を受け調査区北側では認められないが、調査区南側では約0.2mの層厚で堆積する O 以

下は燈褐色の段丘喋層の地山面となる。

図11 平面図

7 

.-tFフ"..-"Z-

よ---11

遺構はこの地山面で多数検出した。主なものは、円筒埴輪棺1基・掘立柱建物1棟・ 土坑5

箇所・方形の掘り方を有する柱穴4箇所・円形の柱穴数箇所である。

円筒埴輪棺 長方形の掘り方を有し、長さ 2m以上×幅0.75mで、深さは検出面から約O.lm

と浅く、上面は大きく削平を受けていた。調査区を拡張して遺構の検出に努めたが既に撹乱さ

れていた。

使用された埴輪は、接合の結果、主体部として円筒横輪を据え、両端は朝顔形埴輪の朝顔部

分2個体で塞いでいたと考えられる。なお、精査したが棺の内外とも副葬品は認められなかっ

た。
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掘立柱建物 調査区南側では、方形の掘り方を有する柱穴4箇所が南北約1.8m・東西約2.0m

の間隔で存在しており、総柱のため倉庫跡と考えられる。柱穴 1・2は1辺約O.6mの方形の

掘り形を有し、直径O.16~O.2mの柱痕跡が認められる。 調査区内では継続する柱穴跡はなく、

調査区外へのびるものと思われる。

柱穴群 1 建物を復元できた以外に方形の掘り方をもっ柱穴 3~4 が、直線的に1.5mの間隔

を有して並ぶ。一部他の遺構と重複するため平面形は不明確であるが一辺約O.6mの掘り形を

有する。

柱穴6 直径O.3mで、埋士内に士師質小皿の完形品が納められていた O 同規模の円形柱穴は

数箇所検出したが、建物を復原するには至らなかった。

この他の遺構としては、土坑が5ヶ所確認された。平面形が不定形であり、出土する遺物が

細片のため、時期やその性格は不明である。

図12 出土遺物・埴輪 (S=1/6)
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遺物

上層では、既設建物による撹乱及び削平を受けていたが、包含層及び遺構から円筒埴輸をは

じめ土師器(杯・高杯・皿・盤・把手部)、須恵器(聾・杯など)、土師質小皿、瓦器椀、瓦質

土器(三足鍋脚部など)、土師質土器(火舎など)、備前焼など古墳時代から中世にいたる遺物

が出土している。図化が可能なものを掲載し、概要を述べる。

1は円筒埴輪で、棺の主体部に転用されていたものである。高さ69.3cm・口縁部直径36.0c皿・

底部直径22.4clRを測る。5条の低い台形を呈するタガを有し、 2段目と4段目に対峠する方向

に円形の透かしを穿つ。外面は縦方向の一次調整で、内面は縦方向のハケ目調整とタガの背面

は貼り付け後にナデ調整を行う。

2・3は朝顔形埴輪の口縁部であるo 2は復原口径49.0cmを測り、口縁端部は大きく反り返

り、 一部歪んでいる。外面は、 7本/cmの縦方向のハケ調整で、内面は細かな12本/cmの横方

向のハケ日調整である。3は復原口

町田
¥GqJJ;;〆

ヒヰ臨ノ

、，\:~ IIIIIIIV 

.==宅ラE至三
-ーー画--一一~ . 

5芦---←一

二三丈
10 

己~ c二:r:::!
10 cm 

径53.8c皿、口縁部は上外方へ聞いた

後、端部は水平方向にしておさめる。

また、端部は調整によりやや凹む。

4 ~1Oは土師器である 。 4 はミニ

チュア査で、口径5.2cm・器高5.9c皿

を測り手担ねによる。口縁端部は上

方につまみ上げておさめる。外面体

部には黒斑が残り、口縁部には IXJ

印がへラ描きによって施される。5

は復原口径8.6cmの杯で、内外面と

も指押さえによる痕跡が明瞭に残る。

6の椀Cは復原口径10.2cm・器高

2.95cmを測る。内面見込み部分には

一段の放射状暗文を施す。口縁部は

でト、端部は調整により内面

図13 出土遺物土器 に段を有しておさめる。

7は杷手部で、本体の器種は特定できない。大きく反り返った側面三角形を呈するものであ

る。8の高杯は口径17.2cmを測る。内面には放射状暗文を施し、外面は口縁部ではヨコナデで

脚部近くは指押さえが残る。9は復原口径23.2cm・器高2.9cmを測る皿Aである。内面見込み

部分には放射状暗文を施す。底部外面はへラ削りを施し、口縁部の立ち上がり付近までは横方
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向のへラ ミガキ、口縁部は横方向のナデ調整を行う o 10は鉢で復原口径30.9c皿・残存高8.1cm 

である。外面は上半部はヘラミガキ、 下半部はヘラケズリを施し、内面は横方向の強いナデに

よて成形する。口縁部は上外方に聞き、端部は丸くおさめる。

以上は、その調整の特徴から平城宮III期頃のものと思われる。なお 1・2は灰隆色を呈する

が、以外は赤褐色である。

11・12は土師質小皿で、ある。11は完形品で柱穴6から出土したもので、口径9.5cm・器高1.9

cmを測る。やや肉厚で、平底から立ち上がる口縁部を有し、端部はヨコナデによって丸くおさ

める。12は口径1O.8c皿の土師質小皿で、やや丸みのある底部から上外方へ開く口縁部を有する。

いずれも、口縁部外面はヨコナデ、底部は未調整であり、 13世紀中頃~14世紀前半頃のものと

思われる。

まとめ

今回の調査では、面積に比して遺構が密に検出され、その内容も茶山遺跡に相応しいもので

あり、近隣での建替えなどの開発に対して十分な対応が必要であることを再認識させられた。

確認された遺構の内容については、円筒埴輪棺や奈良時代の建物を検出することができ、茶

山遺跡の性格を色濃く 示す資料である。特に、円筒埴輪棺の検出は、今回調査を行った南西約

100mの地点で、7基の筒埴輪棺がまとまって確認されており、その墓域の広がりを考える上で

の追加資料となろう。

一方、遺跡内では近年の調査で中世の遺構や遺物が顕著に確認されている。今回の調査でも、

遺構として明確なものは土師質小皿を伴った柱穴のみであったが、遺物包含層などから出土す

る瓦質土器や備前焼の遺物など、当時に生活域であったことを示す資料が得られたことは、過

去の成果を補足する上でも大きな成果である。
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古市大溝跡

この大溝は、昭和39年に秋山日出

雄が古市古墳群の航空写真をもとに

発見したもので、前の山古墳後門部

東側から北西方向にその流路をもっ。

以北は、軽里地区の細池から進路を

北北西に変えて藤井寺市の上田池・

下回池と続き、岡ミサンザイ古墳南

東側の堀池へと続き、その後は岡ミ

サンザイ古墳の前方部に平行するルー

トをとり高鷲地区の中池に達し、さ

らに北へは自然の谷を利用して東除

川へ流れるとされている。 図14 遺跡内位置図

大溝は、軽里地区では硬い段丘の砂磯層を大きく開削し、幅 8 ~ 9m ・深さ 4~5mの規模

を有する。この掘削に際しては青山2号墳を壊していることや野々上地区の矢倉古墳を破壊し

ている点などから、大溝の開削時期が6世紀後半以降であうとする考えが主流である。また、

大溝の使用目的については、築造時期との関連で異なるが、運河説と潅概説の二説が考えられ

ている。

このように、遺跡の規模が大きいことに比べ調査面積が少ないため、その構造や築造目的や

時期については諸説がある。

91-1区

調査の契機と経過

平成3年5月29日付け(羽教社第1-283号)で、羽曳野市軽里3丁目432において、 土留擁

壁工事に伴い発掘届出書が提出された。当該地は、近年までは 「細池Jとして大溝の姿をとど

めていた所の南側に位置する。

西側の隣接地では昭和63年度に同様の工事に伴い発掘調査を実施し、段丘面を大きく掘削し

た大溝の法面を確認している。また、平成2年度には、南側隣接地の宅地内において個人住宅

の建て替えに伴い発掘調査を実施し、段丘磯層上に整地土や遺物包含層を確認している。

そのため、今回の工事予定箇所においても同様の遺構が検出されることが予測されたため、

事前に発掘調査を実施することつとなった。
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調査は平成3年

6月10日から同月

17日まで実施した。

なお、現地調査に

かかる費用は全て

申請者の負担によ

る。また、擁壁の

基礎工事によ って

現存する大溝斜面

が掘削されるため、

設計変更を行し、遺

跡の保存について

協力を求められる

こととなった。

調査成果

調査区は幅2.0

mで、設定し、現状

法面を可能な深さ

まで重機掘削し、

断面の精査・観察

を行い堆積状況を

確認することとし

た。

なお、申請地は

雑木や竹林の根で

上層の堆積層は大

きく乱されている。

また、斜面には流

土や廃棄物などが

多く 、上層の大半

は近代の産物であ
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る 。 現状の平坦面はおよそ標高40mで、約1.5m~2.0mの深さまで掘削し、比高差 6mまで調

査を行った。以下、各卜レンチの槻要を記す。

東側卜レンチ (2 x 8 m) 

表面から約0.5mは竹薮土や流土で、以下も約 1mの厚み(2 ~ 13)は近世以降の流土であ

る。現地表面下約1.5mで、燈色の段丘磯層の地山面にいたる。この間には、南側では地山面の

上に粘土層と磯層の水平堆積がみられ、大溝の堤部分である可能性が考えられる (17~19， 21 

~24 ) 。 この上に茶褐色の遺物包含層(14) と考えられる層が堆積しているが、隣接地での包

含層と色調が類似するものの、遺物は破片のみであった。これより下では斜面堆積となってお

り、 27層のように地山組成の磯層が崩落した状態で堆積していることから、地山を掘削し堤と

して盛ったものが大溝側に早い時期に崩落したものと考えられる。

段丘機層の下では地山の状況が変化し、 51より下層では淡青灰色粘土~シルト質土となる。

現状での地山の斜面は約32
0

の傾斜を有している。

西側トレンチ (2x6.5m) 

現状では既に竹薮土の上に造成土が盛られている。 現地表面下1 .5m~2.0mで、段丘礁層とな

る。ここでは、下層は土砂が水平堆積しているが、その組成から東卜レンチで確認できた堤部

分の層と似ており、自然に流れたものではなく人為的に埋め戻された状態とみることができる

(1 3 ・ 16~18 ・ 20) 。 ただし、遺物などが出土しないため、その行為の時期については断定で

きない。この上位では大半が斜面堆積で、自然的な崩落状態とみることができる。

ここでも段丘磯層の下層は変化し、 (27)より下層では燈灰色の粘質土となる。なお、地山

面の傾斜はやや急で約41。を測る。

まとめ

いずれの調査区においても、大溝の南側法面を確認することができた。この面は羽曳野丘陵

から派生している段丘磯層で、さらに北へのび藤井寺市域の青山地区へ続くものであるが、こ

こで大きく開削して古市大溝のルートとした状況が確認できた。また東卜レンチでは一部では

あるが、粘土層と礁層の互層部分を確認することができた。これは明らかに堤部分と判断でき

る。

層序の大半が流土となっており、出土遺物が希薄なため、大溝自体の掘削時期を示す資料を

得ることができなかった。
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第 2区

調査の契機と経過

平成3年7月12日付け (羽教社第1-530号)で、羽曳野市軽里3丁目424番地において、土

留擁壁工事に伴い発掘届出書が提出された。当該地は、近年までは 「細池」として大溝の姿を

とどめていた所で、同様の場所で昭和63年度及び今年度に調査を実施している。

調査は平成3年8月1日から同月12日まで実施した。

現地における費用の一部は申請者の負担による。

また、擁壁の基礎工事は全て流土若しくは造成盛土

内におさまり大溝の法面等は盛土によ って保護され

ることから、 トレンチ調査のみで面的な調査は行わ

なかった。

調査は、 4ヶ所の調査区を設定し、 重機掘削によっ

て遺物包含層が確認されるところまでの廃士や流土

などを除去し、以下は人力掘削を行い、断面及び平

面を精査した。なお、第 1トレンチでは隣接地での

発掘調査で確認された古墳の延長部が現れたたため、

調査を羽曳野市遺跡調査会に委ねた。

遺構

第1卜レンチー表土及び造成土を除去した段階で、

黄灰色土の堆積土があり、ここにまとま って埴輪や

須恵器が出土した。また、断面では円筒埴輪が樹立

した状態が確認されたため、調査区拡張について申

請者と協議していた。その際に、隣接地での発掘調

査によって古墳副葬品 (馬具)や埴輪が集中して出

土しており、当該地につながる埋没古墳の存在が推

察された。そのため、以後当地の調査については遺

跡調査会で継続することなった。

第2トレンチ 調査区中央では現地表面下約 1mの

流土などを除去した下層で、黄灰色粘質土をベース

とする平坦面があり、ここに炭を多量に含む遺構

(協部)と土坑の周囲が赤褐色に変色する遺構 (瞳
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部)が13ヶ所まとまって検出された。士墳 1はO.7mxO.5mの長方形を呈する O また、土壌2

は方形で一角が突出する平面形を呈する。いずれも炭で、遺構を埋めた状態で、ある。こられの炭

の中には脆くなって粉末化した白色の骨片が認められた(図版四)。また、釘の一部とみられ

る鉄製品の破片も出土した。一方、士坑には黄灰色粘質土が入るが、遺構の周囲である地山部

分は聞く赤褐色に焼けている O いずれも深さは浅く、検出面から約O.15m程度である。

これらの遺構は、骨などが認められることから火葬墓と考えられる。当地で火葬し、炭と骨

を集め再葬したものである。副葬品などの遺物はほとんど出土しないが、焼土坑の埋土からは

土師質小皿片が認められることから、 14~15世紀ころのものと思われる。このように当トレン

チでの地山面が他に比べて緩やかとなっており、火葬を行う際に大きく削平されている。

調査区南端で表土の下直ぐのところで砂質土と粘質土の層が薄く交互に堆積している状況が

確認された (36~43) 0 灰色粘土と黄色粘土、灰色土などを互層に積んでおりこれらは、薄く

丁寧に積み上げられていた。この互層部分が、大溝の南側堤の盛土であるとも考えられたが、

大溝法面からやや距離があることやその土質や層厚が薄く丁寧なことから、堤ではなく第 1ト

レンチで確認されたような埋没古墳の墳丘盛土である可能性が考えられる。

第3卜レンチーここでも調査区の南端では、燈色粘土層の下に築堤をしたと思われる互層状の

ものが確認される O

第4卜レンチー現状では表面が急斜面となっており、耕作士や竹薮の崩落が著しい。また、 j留

め池として機能していた際の浸食も多かったものと思われ、近年の埋め戻し士が斜面側にまで

大きく入り今でいる。

まとめ

今回の調査では、古市大溝の掘削状況や築堤部の残存状況を確認することを主眼としていた

が、大溝を開削するに際して、築造後あまり時聞を経ていない既設の古墳を破壊していること

が確認された。これは、北側の青山2号墳及び野々上地区の矢倉古墳と同様で、古墳築造の時

期を限定するうえでは重要な発見である。(この点については、遺跡調査会の報告を待つ)

また、段丘上の平坦部では地山面の上に、丁寧な互層の堆積を確認したが、先述のとおり今

まで確認されていた築堤の互層よりは各単位の盛土が薄く、掘削した段丘地山の礁などを用い

ていない点で、古墳盛土の可能性がある。

さらに、中世には大溝の法面に平坦部を設け、火葬を行っていたことは新たな発見である。

羽曳野市内では羽曳野丘陵上で奈良時代を中心とした火葬墓が確認されているが、今回のよう

に平野部の遺跡でまとまって確認された点で新たな発見であり、今後は当該地墓域がどこの集

落に属するものであるかなどの検討も必要であろう。
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東阪回遺跡

遺跡は、市域の中央を流れ

る石川左岸の中流域の段丘面

に位置する O 現在、南北約

7∞m・東西約5∞mの範囲が
遺跡として周知され、東縁部

では一部低位段丘となってい

る。遺跡の南側には、富田林

市域より広がり弥生時代中期

の竪穴住居などを多数検出し

た喜志遺跡に隣接し、北側及

び西側には、西浦・尺度地区

散布地が広がっているO

この遺跡は、昭和50年代前

半までの大阪府教育委員会の

調査成果から縄文~弥生時代

の遺跡として考えられていた。

その後、本市教育委員会の発

掘により、 奈良時代の掘立柱

建物群や中世の地鎮的要素の

強い土器i留めなどを確認して 図20 遺跡内位置図

おり、奈良時代~中世における遺構や遺物が新たに確認されたことから、旧石器~中世に至る

複合遺跡として周知されるようになった。

今回の調査区は、遺構が顕著に確認され遺跡の中心となる中位段丘から、西浦水路 (唐白井

路)とよばれる川を挟み3mの比高差で急激に低くなった低位段丘面の所である。

なお、この唐白井路は古市古墳群中を流れる古市大溝の水源である石川|からの流路と推定さ

れているもので、これに接する当該地での調査で、用途や時代について不明な古市大溝につい

て何らかの資料が得られることも期待された。

調査の契機と経過

新設小学校の校舎及び、体育館及びプールの建設に伴い、調査依頼書が平成3年6月14日付け
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(羽教文第 1-396号)で提出された。申請のあった地域は、水団地帯で周辺での調査例がな

く遺構の残存状況が不確実であるため、事前の確認調査が必要と判断された。そのため、事業

課と早い段階から協議を行い、地権者の同意を得られた段階で調査を実施した。

なお、西側の丘陵地に高さを合わせるため東側では多くの盛土を施す予定である。また、敷

地は16，198m'で、あるが運動場など構造物がない範囲が多いことから、建設工事予定のある校舎

とプー/レ部分 (20~25) において調査を実施することな っ た。( 1 ~ 10) ・体育館 ( 1l~ 17 )

調査は重機掘削の後、断面及び平面を人力で精査し、遺構や遺物包含層の検出に努めた。

調査は平成3年10月2日~同月 4日まで現地調査を実施し、全部で25箇所の トレンチ(幅約

1m・総延長130m)で実施した。なお、調査における費用については事業課の負担によ った。

調査成果

基本的な層序と しては、耕作土 ・黄灰色土 ・灰黄色土 ・黄灰緑色粘質土 ・灰白色砂層の順に
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は砂層が広がる。これらの各堆積層は土質の占まりが悪く湧水が激しいため、調査中も直ぐに

掘削深度の半分まで満水になる状況で、壁面の崩落も頻繁におこった。

このような状況のなか、現地表面下2mまで掘削したが、安定した地山面を確認することが

できなかった。また、出土する遺物は上層の黄灰色土及び灰黄色土からの細片のみで、これら

の層については色調や組成から遺物包含層とは考えられず、また精査を行っても遺構も認めら

れなかった。

まとめ

以上のように、地山面は確認することができなかったが、安定した層位や遺構として面的な

広がりのあるところがなく、遺物包含層及び遺構は確認されなかった。

これの層序は西側の水位の高い西浦水路の氾濫により一帯が洪水になったり滞水状態であっ

たりした痕跡であると考えられ、当該地は生活域ではなかったものと判断される。

第 1卜レンち2 第2卜レンチ 第3卜レンチ 第4卜レンチ 第5卜レンチ 第6トレンチ第 7トレンチ
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高屋築山古墳・高屋城跡

今回報告の両調査区は高屋城跡に

該当し、特に 1区については高屋築

山古墳の外堤南東側に位置している。

高屋城跡 この丘陵を利用して築

かれた中世平山城で、南北800m、

東西450mの日本でも屈指の規模を

もっ。その構造は、丘陵全体を土塁

と堀で仕切り I郭・ II郭・ III郭とし

て南北に配置し、特に I郭は高屋築

山古墳を利用している。発掘調査の

成果などから城郭は、応仁の乱後に

築城され、畠山氏の居城であったが、

しばしば城主の交代があり、最終的

には織田信長によって天正3(1575) 

年に焼き討ちされた。

高屋築山古墳 古墳は丘陵の北端

に築カ一一-i
群内でも前方部が西面する南側のグ

ループであるO 規模は、墳丘長122

m.後円部直径78m・高さ13m、前

方部幅100m・高さ12.5mを測り、

前方部が聞き僅かに後円部が高い。

周濠は幅約15mで、全周するが、外堤

については地形の変形が著しくその

変換点は不明瞭である。また、 ①前

方部の北隅が直角になること、 ②以

前墳丘に大きな空洞があり横穴式石

室が採用されていると考えられる。

また、出土する埴輪の特徴から川西

編年の第V期に属することなどが挙

Q 

図24 調査区位置図
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げられる。さらに、古墳からは、正倉院と同種の玉碗が出土したと伝えられている。このよう

な遺物などによる年代観から、古墳の築造は6世紀前半と考えられる。

第 1区

調査の契機と経過

羽曳野市古市5丁目860番地2号他1筆において「土木工事等における埋蔵文化財包蔵地の発

掘届書」が平成3年12月12日付けで福田建設株式会社より提出された(羽教社 1-1296号)。

当該地の南西では本市教育委員会によ って調査が行われており、礎石群、集石遺構、溝などの

遺構や土師皿、陶磁器、備前焼、湊焼など遺物が出土しており大きな成果をあげている。この

ため申請者と発掘調査に関する覚書を交換し、平成4年3月16日~同年3月31日まで本調査を

実施した。

」よ

巴 Gf*
50cm 

図25 石組遺構平面及び立面図
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基本層序

調査区は、安閑陵古墳外堤の南東部分に接しており、若干の高低差が存在する。このためか

厚い所では 1m以上の盛土が堆積している O その下層は、旧耕土を挟んで褐色系の粘質土が堆

積し、調査区の南側では地山層へと続くが、北側では礁を含まない層と含む層に分かれる。ま

た礁を含まない層の下から、焼土層が一部確認できた。

遺構

今回の調査区では、羽曳野給食の跡地のためか撹乱を受けている場所が多い。調査区の西側

で、石組遺構、溝とピットの一部を検出した。

石組遺構

溝 1の底面で検出した。北側に大小4個の石を東西に配列し、これに直角に 2個の石を並べ

ている。使用されている石は、安山岩や凝灰岩で、一部の石に焼けたような痕跡が窺える。石

組を検出した時には、西側及び南側には配石は見られず、後世に削平された可能性が考えられ

る。この石組遺構が、墓あるいは別の性格をもっているかは現状では判断できなかった。また

遺物の出土も無く、時期についても不明である。

溝 1

この溝は検出面で幅約 2~3m、深さ約30cm を測る。 溝内からは遺物出土せず、時期などは

不明である。

遺物

今回の調査で出土した遺物は、土師皿片、瓦質土器の破片など数点のみであった。このため

図化できる遺物は無かった。

まとめ

今回の調査地は、安閑陵古墳(本丸)への通路部分に近接しており、また高屋城第 I郭に当

たる。第 I郭は、城を攻め込まれた際の要害であり非常用的な要素が強い。また日常の生活は

II郭、 III郭で行われていたO 過去の調査でも第 I郭は、西南部分で庭園状遺構や茶室と考えら

れる特殊な遺構が検出されているが、遺構の密集性は低い。このため今回の調査は、 I郭の性

格を反映してか遺構、遺物はあまり検出されなかったものと思われる。



第2区

調査の契機と経過

平成3年6月8日付け(羽教社第1

349号)において、下水道事業とし

て古市5丁目及び6丁目における本管

布設工事に伴う発掘届出書が提出され

た。

当初は既設道路であるため、埋管に
コ

よって多くの部分で撹乱を受け遺構の 一

残存状況が悪いと判断されたため、立

会調査としていた。しかし、周辺での

水道管やガス管の移設工事での立会調

査で焼土層や整地土などが良好に遺存
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巨
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している状況が確認された。また、掘 図27 調査区位置図

削予定地の道路に面する宅地部分の発掘調査では、高屋城に伴う多くの遺構や焼土、遺物包含

層などが確認されている。

これらの状況から担当課と協議を重ね、申請地において可能な部分については事前に発掘調

査を実施することとなった。今回は、特に昭和55年度に府教委の発掘調査によ って高屋城期の

礎石建物や園池状遺構などと八幡山古墳の周濠が確認された調査区の西側道路部分について調

査を実施した。 なお、調査は平成 3 年10月 8 日 ~1O月 13 日 まで実施し、 現地調査にかかる費用

の全ては公共事業調査費で負担した。

層序と遺構

調査は、人孔部分C1.8mx 1.8m)とこれにつながる埋管部分 (1mX2.5m)について、

地山面が確認できた現地表面下約1.3mまで掘削した。路盤及び造成土を重機で除去し、包含

層及び整地土を人力掘削した。

基本的な層序としては、現地表面下約O.5mで、黄色系土の第 1整地層が堆積し若干の遺物が

含まれるO その下には第 1焼土層が(第2卜レンチで約O.2m層厚)堆積する。この焼土層を

除くとさらに第2整地層(第2卜レンチで約O.3m層厚)と第2焼土層があり 、この下層が黄

陸色系シ/レト質士の地山面にいたる。との第2整地層は磯や埴輪片がみられることから、隣接

する八幡山古墳の墳丘を削り造成 したものと考え られる。

このように、 地山面と第2整地面での遺構面が確認された。第 1トレンチでは第2整地面上

Q
U
 

q
d
 



で多量の炭化物と土師質小皿

f
i
l
l
-
-
l
J
 

事"地附

>1楓
~IU桝
暁1刷
~山

氏W'史跡
事 l ト レノチ北' I ~
i 尚色l
2 I<N~I 
3 拠版色ト 1物自合M
4 長決巴t，鍵電車じり
S 荷青Ix~ν 凡 ト 目上
6 依拠色J:{炭化物担じり1
7 員版色i
8. Ix樹fel炭化物目見仁門 1
9 前隆色ンル、nl

が入る遺構を確認した。平面

は不定形でさらに調査区外へ

広がる。地山面で検出した遺

構は第1卜レンチでは柱穴5ヶ

所と礁と焼土が入る土坑1ヶ

所である。また、第2卜レン

チでは柱穴 1ヶ所と溝が 1条

この柱穴は直径0.3である。
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m-深さO.4mで、底に根石と

した石が残る O 溝は幅約0.4

遺

m -深さ0.05m程度で、ある。
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H遺物は、各焼士層や整地土

内から出土し、土師質小皿・

土師質土器(羽釜など)輸入

陶磁器・備前焼・培・埴輪な

E -

どが主な出土遺物である。

1 ~ 7 は、土師質皿である。

1 ~ 6 は小皿で、口径7.4 c皿 ~

面と外面の口縁部はヨコナデ

7は中皿で復原口径14.2

に1・はへソ皿とよばれるタ

ら外方へ聞く口縁部を有し端

cmを測る。丸みのある底部か

部はやや反りぎみである。特

12.8cmを測る。いずれも、内

を施す他は未調整のままであ

る。

イプのもので、凹んだ底部か

平面及び断面図図28

40 

ら上外方へ開く口縁部を有し、

端部はやや立ち上げておさめ



る。煤の付着があり灯明皿であろう。

8は青磁腕の高台部で、高台内面は紬の

掻き取りをする。9は備前焼の摺鉢で、復

原口径27.4cmを測る。口縁部はほぼ垂直に

立ち上がり外面にはわずかな段が2段付く O

内面には強いナデ調整が施されている O

10・11は円筒埴輪で、色調が同じことか

ら同一固体のものと思われる。タガは低い

台形状のもので、外面は磨耗のため調整は

不明確であるが、 一次調整のタテハケが認

められる。また、円形の透かしを有する。

まとめ

今回の調査では僅かな面積であったが、

断面や平面において 2面の焼土層と整地層

を確認することができた。これは、高屋城

で起きた焼き討などの火災によるもので、

その度に復興のための整地を行っている状

況が窺える。出土遺物が少ないため各焼土

が文献などにあらわれるどの年のものかは

判断できないが、今後の検討の中で焼土層

ミ三長ヌ1 、てエノ4

、ゴ二dペ \\一子子 ~r:?fク

、ミ J R三7十二/

¥斗戸f LコB
て r- ，~ 

1日

11 

t 0 cm 

図29 出土遺物

の広がりを知る上でも欠かせない資料と思われる。

今後、都市基盤整備をすすめる上で推進されている下水道事業であるが、今回のように道路

部分において実施したトレンチ調査において、多くの調査成果が得られたことの意義は大きい。

当高屋城第二郭内や八幡山古墳隣接地などにおいても次年度以降も工事が予定されているため、

事前に調査を実施することで多くの成果を得られることが期待される。
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野々上遺跡・野中ボケ山古墳

野々上遺跡は、羽曳野市の中央や

や西の中位段丘に立地する。本格的

な発掘調査は1977(昭和52)年大阪

府教育委員会によ って始められ、奈

良・平安時代を中心とした掘立柱建

物や埋没古墳等が確認されている。

野中ボケ山古墳は、羽曳野丘陵か

ら派生した中位段丘の南側に立地し

た前方後円墳で、その規模は墳丘長

122m、前方部幅107m、高さ13m、

後円部径65m、高さ11.5mを測る。

前方部が、幅・ 高さともに後円部を

凌駕する古市古墳群のなかでも後期

に造られた古墳である。

墳丘内部は、 宮内庁に管理されて

いるため実態は不明であるが、 くび

れ部南東側に造出しをもち、周濠西

コーナーが 「片直角」の周濠形態を

有する。

1978・79(昭和53・54)年大阪府

教育委員会の調査によ って、古墳外

堤上に4基の円筒埴輪列を確認して

いる。円筒埴輪は、客窯焼成のタテ

ハケをもつものであった。

1981 (昭和56)年には、本市教育

委員会によって、梅輪窯の調査が行

われた。野中ボケ山古墳前方部外堤

北西部の中位段丘南斜面に構築され

た客窯で、野中ボケ山古墳に対する

埴輪の供給を行っていた窯であると

寺

42 
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考えられている O

調査の契機と経過

羽曳野市野々上3丁目502番地他において「土木工事等における埋蔵文化財包蔵地発掘届書」

が平成3年11月19日付けで大発産業株式会社より提出された(羽教社第 1-1198号)0当該地

は、野中ボケ山(仁賢陵)古墳周濠の北西に隣接し、周辺の調査から埴輪列、埴輪窯などが確

認されている。このため古墳に関連する遺構の存在が多分に予想されることから、平成3年11

月26、27日に事前の確認調査を行った。調査にあたっての目的は、遺構、遺物の有無の確認を

目的とし、古墳の周濠に直交するように卜 レンチを設定した。その結果、耕作土の約40cm下よ

り周濠に平行した溝と溝内から埴輪などの遺物が確認された。このため申請者と協議を行った

結果、羽曳野市教育委員会と地主との間で覚書を締結し、工事によって遺構、遺物が壊れる部

分において発掘調査を行うことにした。現地調査は、平成3年12月9日~平成4年2月3日ま

で実施した。

基本層序と遺構

基本層序は、耕作士、明黄褐色士、灰黄褐色砂磯士、黄燈色粘質土、明黄褐色粘土、明褐色

土、明褐色砂磯土(地山)となる。また卜 レンチの東側は地形的に一段低くなっている。その

部分は池の埋立士により、士層は一部撹乱を受けていた。

今回の調査地は、仁賢陵古墳北西側に位置する。地形的には周濠付近で段丘のレベルが急に

落ちている。この落ちから周濠肩までの部分は、過去の大阪府教育委員会による発掘調査から

堤(周庭帯)として周知された場所にあたる O

検出した溝は、現在の周濠外側の肩から約16m離れた場所で、検出された。溝の幅は検出した

レベルで約2.2m~約 9m、深さ 50~60cm を測る。 溝の幅は西側が狭く、東側に進むに連れハ

の字状に拡がっている。また、 卜レンチの東側は後世の改変(下回池の築造)によって削平さ
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図32 土層断面図
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れており遺構、遺物ともに確認されなかった。埴輪は溝内埋土である灰黄褐色砂磯土層から出

土し、特にト レンチ西側部分において集中して見られた。この溝から出土した埴輪はおそらく、

昭和54(1979)年大阪府教育委員会が、仁賢陵古墳前方部外堤の調査において埴輪列を確認し

ていることから、堤上に立て並べられたものであると考えられる。

また、今回検出した溝の西側延長線上には、野々上埴輪窯に当たることから、この溝が完周

する可能性は低い。

、父

図33 卜レンチおよび埴輪窯位置図
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図35 出土遺物(1)
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出土遺物(2 ) 図36

物遺

遺物の大半は埴輪、須恵器などで、溝内埋土である灰黄褐色砂喋土および、灰赤褐色砂質土層

から中心に出土した。

1 は須恵器歪である。体部は倒卵形を呈し外面を叩き、内面にはを同心円文が残る。 2~9

は円筒埴輪である。野々上埴輪窯跡群から出土しているもの同様、外面一次調整タテ・ナナメ

ハケ、内面をナデ調整をした川西宏幸氏の「円筒埴輪総論」によるV期の埴輪である。図化し

たものはいずれも土師質で、復原できたもので口縁部径40c皿前後の中型に属するものである。

埴輪のタガは三角もしくは台形で、色調は赤褐色や黄褐色に大別できる。 10は、石見型と呼ば

れる盾である。野々上埴輪窯跡からも石見型盾が出土しているが、これとは文様構成がやや異

なる。 11は朝顔形埴輪である。頭部から下のもので、体部径は復元で、25.7cmを測る。軟質で淡

黄白色を呈する。

まとめ

今回の調査は、白鳥陵古墳、允恭陵古墳、はざみ山古墳などで確認されている「外堤を画す

る溝」を検出した。この溝は、古墳の立地や西側に存在する埴輪窯などから完周する可能性は

低い。おそらく、墓域など区画の意図とした性格が強い溝であると考えられる。
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郡r'地区における確認調査

調査の契機と経過

郡戸600-2， 600-18の各一部、

604-1， 604-4， 605， 606， 617 

7， 617-9において、宅地造成

工事計画がなされた。岡場所は、周

知の埋蔵文化財包蔵地の範囲外であっ

たが、土木工事の敷地面積が476.12

m'と広範囲にわたるものであったた

め、試掘依頼書が平成2年7月12日

付けで提出された。これを受けて、

平成3年8月5日に試掘調査を実施

し、その結果、 表土以下に少量の遺

物が認められる遺物包含層を検出し、

士層断面の観察によって地山層が落

ち込む様相がみられた。この成果を

もって申請者側と協議して、道路予

定部分のうち、地山層の落ち込みゃ

遺物包含層が検出された箇所を中心

に確認調査を実施することで合意を

得た。確認調査の期間は、平成3年

8月22日から同年8月24日までであ

る。調査面積は約16m'で、ある。その

結果、不明瞭ながらではあるが遺構

と思われる地山層の落ち込みを数箇

所において検出した。また、中世の

時期を中心とする遺物も若干量出土

した。なお、調査に係る費用は、申

請者が負担した。

当該地の付近には、周知の遺跡と

して、郡戸遺跡、郡戸東遺跡や河原

図37 調査位置図

図38 調査区位置図
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城遺跡などが占地している。これらの遺跡は、東除川の河岸段丘面に立地しており、縄紋時代

から近世にいたるまでの遺物や遺構が確認されている。中でも、中世の時期に所属する遺構や

遺物が顕著に検出されている。しかし、近隣周辺は旧街地や農耕地が広がっており、開発工事

の件数も比較的少なかった。そのため、これらの遺跡においても調査件数はさほど多くなく、

遺跡の内容も不明瞭であった。
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調査成果

基本的な層序は以下の通りである。表土下には、淡黄灰褐色砂質土層、茶灰褐色砂質土層、

灰茶色砂質土層、茶褐色砂質土層などといった遺物包含層が観察され、その下に地山層である

黄燈褐色砂磯土層を確認した。地山層は、部分的にその色調が灰白色になるところもあった。

地山層が落ち込む、あるいはくぼむ箇所がみられ、そこに遺物を包含する土層がみられた。

ここからは、 中世土器の破片が少量ながら出土している。ただ、地山層の落ち込み等は、不定

形ななものなので、積極的に人為的に掘り込まれたものなのかどうか、断定できなかった。

遺物は包含層や落ち込みなどから出土しているが、小破片のものが多い。瓦器、羽釜、土師

質土器、須恵質土器や陶磁器などがみられる。 瓦器は、 その特徴から12~ 13世紀に属するもの

と考えられる。
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恵我之荘遺跡

恵我之荘遺跡は、羽曳野丘陵から

北へ派生した中位段丘上に存在し、

東除川|の西に位置している。周辺に

は、北に近接して長尾街道が東西に

走り、これを挟んで北東に島泉北遺

跡が存在する。また東除川を挟んで

東には明教寺跡、西には大型前方後

円墳の大塚山古墳がそびえる。本遺

跡は、昭和63年に共同住宅の建設に

伴って新規発見された遺跡で、この

時の調査では古墳時代の建物や溝、

土壌、中世の建物や土壌などが検出

された。また、少なからず埴輪の出

土も見られることから、付近には古

墳は存在していないものの、 「番上

塚」や 「三角」など古墳を思わせる

小字名が残っていることから、かつ

ては古墳が存在していた可能性が考

えられる。現在のところ、東除川よ

り西側では大塚山古墳を除いて墳丘

を残す古墳の存在は知られていない。

ただおよそ 2km南に位置する丹上遺

跡で過去に削平された古墳が 1基発

見され、隣接する松原市でも同様に

削平された古墳が発見されており、

今後このような削平された古墳がこ

の地域でも明確になってくると思わ

れるO
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調査の契機と経過

調査地は恵我之荘2丁目 4-3に所在し、遺跡内の東縁部にあたり、昭和63年度に古墳時代

と中世の建物群が確認された調査地の近くに位置する。

当該地において、共同住宅建設に伴い 「土木工事等による埋蔵文化財包蔵地における発掘届

出書」が平成3年5月22日付け(羽教社第 1-242号)で提出され、これに基づいて同年8月

1日に事前調査を実施した。調査は建物建設予定地内に調査区を 3カ所設定し、重機掘削の後

に人力で断面及び平面を精査した。

その結果、耕作土の下に0.25~0.3mの厚みで茶褐色土の遺物包含層が水平に堆積し、須恵

器、土師器や埴輪が出土した。また、下層は黄色粘土の地山となり、この地山を掘り込む柱状

の遺構等が確認された。そのため、現状保存の協議を行ったが、設計変更等で遺構の保存措置

が図れないため、工事に際し遺構等が破壊される部分において発掘調査を実施することとなっ

た。調査は、平成3年8月19日~同年9月9日まで現地調査を実施し、調査面積はおよそ350

m'を測る。なお、現地における調査費用は全て申請者の負担による。

基本層序

調査区の西側では旧耕土直下黄灰色粘質土の地山層になるが、東側では淡黄色砂質土や黒褐

色粘質土の遺物包含層が30cm程堆積し、さらに南側では黄褐色粘質士が堆積し、東側より遺物

包含層は厚くなる。このため旧地形は、西から東南へとなだらかに傾斜しているものと考えら

れる。堆積層は全体的に粘質系であるが、かなり砂質土を含む場所も存在する。検出された遺

構は、すべて地山面で検出されている。

遺構

建物1 南北2間×東西2間の総柱の掘立柱建物である。南北の柱聞は約1.8m、東西の柱

聞は、南北よりやや短く約1.6~1. 7mを測る。 柱穴の掘方は約60cm ~80cm あり、深さは約40c目

程ある。 また柱穴の切り合いが各所で確認できるため、少なくとも 1回以上は建て替えが行わ

れていると考えられる。時期は、出土遺物から奈良時代頃と思われる。

溝1 東西方向に走り、長さ 14m以上、幅80c皿 ~ lm、深さ約15cm を測る。 溝自体は、調査

区の北西で途切れている。この溝 1からの遺物の出土は少なく 、細片となっているものが多く

正確な時期は判断できない。しかし溝1は、溝2及び溝3を切って作られているためこれらの

溝の時期よりは新しいと考えられる。

溝2 建物 1の東辺に平行して走り、途中から西に方向を変え、ほぼL字状に屈曲する。建

物に伴う区画溝的な要素も考えられるが、南辺は建物に平行せず、若干ずれが生じている。く
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わえて溝からの遺物の出土も少なく、建物との時期も不明瞭であり、建物に伴わないものと考

える。

溝3 中心から三方向に伸びる。溝幅は狭く、長さも短い。また遺構からの遺物の出土は無

く時期は不明である。

溝4 調査区南辺で東西方向に走り、調査区外まで伸びる。遺物の出土は少なく時期は不明

である。

落ち込み 黒褐色系の砂質土が堆積する。遺物の出土も多く、 5世紀後半ごろに限定できる。

また包含層からもこの時期の遺物が多く出土しているため、 一時期に埋没したものと考えられ

る。

遺物

1 ~ 6 、 13~16は須恵器杯蓋である 。 1~6 は口径がおよそ 12~14 cmにおさまり、器高も

4.5cm前後になる。調整は外面については、天井部がほぼ全面に回転へラケズリが施され、体

部は回転ナデが見られる。また内面については、ほぼ全体的に回転ナデが見られるが、 一部天

井中心部裏面に不整方向のナデが看取できる。 一方その形態については、体部が器高の1 /2~

2/3を占め、天井部は平坦面をもちながらやや緩やかな傾斜をもっO 稜線は鋭く突出している

ものが多く、比較的シャープな感がある。ただ 1については、鈍く丸みをもっている。体部は

lがやや内湾してハの字状に外反する他は、ほぼ垂直になる。またその端部は、 9が面をもっ

以外は、凹んで段を有する。これらの特徴からTK216~208型式におさまり、その時期は 5 世

紀後半頃と考えられる。 13~15の杯蓋は、口径がおよそ14~15cm、器高は5c皿ほどにおさまる。

調整は外面が、回転へラケズリ及び回転ナデが施されるが、回転へラケズリは全体のほぼ半分

ぐらいに留まっている。内面は回転ナデが施される。形態は天井部につまみがつき、稜線は退

化して、 13・14は下部に沈線を巡らすことで稜線を作っているが、15は明瞭な稜線は見られな

くなる。これらの特徴からTK lO~MT85型式におさまり、時期は 6 世紀前半~中頃と考えら

れる。16は天井部に宝珠つまみがつき、内面にはかえりが伴う。かえりは、口縁部よりも突出

せず内側におさまる。外面調整は、中心部から約半分が回転へラケズリ、口縁部まで回転ナデ

が施される。一方内面は回転ナデのみである。これらの特徴からTK217型式 (飛鳥111)、時期

は7世紀中~後半と考えられる。7~12は須恵器杯身である。 口径は1O .5~ 14cm程度、器高は

4 c目前後を測るO 調整については、 7・8が外面の底部全体に回転へラケズリが施され、内面

は回転ナデが行われている。9~12は外面底部に回転へラケズリが施されるが、その範囲は狭

くなり、やや粗さが感じられる。形態については、 7・8が、立ち上がりと体部がほぼ同じ長

さであるのに対して 9 ~12は立ち上がりが短く、体部が長い傾向にある。 また立ち上がりは前
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者が若干内傾するものの垂直に立ち上がるが、後者は内傾している。これらの特徴から前者は

T K216~208型式、後者は T K10前後で、それぞれ5世紀後半、 6世紀前半~中頃と考えられ

る。17・18は須恵器壷である。17は、内外面とも回転ナデ調整が施されている。口縁部は回転

ナデによって内面が凹んでおり、端部は先端がやや丸くなるが断面三角形状を呈する。また口

縁部には突帯が見られ、頭部にかけても 2本の突帯が巡る。この突帯の間に細かい波状文が施

されている。突帯は回転ナデを利用して引き上げられていると推測できる。18も基本的には17

と同様であるが、 2本の突帯とくびれ部分とにそれぞれ挟まれて波状文が施文されている。時

期は 5 世紀後半頃と考えられる。 19~27は土師器高杯である。 これらは大きく小型品(l9~25)

と大型品 (26・27)に分けることができる。小型品は口径が14c目前後を測る。調整は、ほとん

ど内外面とも磨耗・剥離のため観察することはできなかった。また外面の杯部と脚部の接合部

には、接合時に施したと考えられる指オサエの痕跡がうかがえる。さらに脚内面には、棒状の

ようなもので刺突した凹みが観察できる。形態については、杯部はふくらみをもちながら緩や

かに立ち上がり口縁部はやや内湾する。脚部は接合部から中太りに下がり、中頃で大き くハの

字に聞き、端部は面をなす。他方大型品は、口径が24.2cmある。調整については、杯底部の接

合部付近でハケメがかすかに看取できる。また一部に回転ナデのような痕跡も見られる。一方

内面は磨耗のため調整は観察できない。形態については、円線状の底部の上から緩やかに逆ハ

の字状に立ち上がり、口縁部付近でさらに外反し、端部は丸くおさめる。外面には杯部を接合

したときの痕跡として、突帯(稜線)が確認できる o 26は大型品の脚部と考えられる。接合部

から緩やかにハの字状に下がり、中程で大きく外反し、端部は面をなす。外面にはかすかに縦

方向のミガキが観察でき、内面は絞り込んだ時に生じたと考えられる筋状の痕跡が確認できる。

また端部近くには指オサエの跡が見られる。 28~40は土師器聾である (30は壷と考えられる)。

28は体部がほぼ球形に近く、体部から口縁部にかけてはくの字形に折れ曲がり、端部は丸くお

さめる。29も28と同様の形態を呈するが、体部は28よりも胴張りで、体部のほぼ中心が最大径

となる。調整については、どちらも外面口縁部にはナデ、体部にはハケメ、内面口縁部にはヨ

コハケ、体部にはケズリが施されている。また外面には黒斑が一面に観察できる。30は口縁部

が逆ハの字形にやや長く立ち上がり、端部はやや鋭くおさめている。このため壷ではなし、かと

考えられる。調整は外面に回転ナデと思われる痕跡がうかがえる。31は口縁部の一部のみ残存

するが、見た目には28・29と同じような形態であると考えられる。32は口縁部がやや内湾しな

がら立ち上がり、端部が肥厚する、いわゆる布留聾と見られる。胎土内には数回の石英片が多

く観察できる。33は口縁部がくの字状に短〈屈曲し、端部はやや平坦面をもっ。口縁部外面に

は明瞭な指オサエの痕跡があり、かなり凹凸になっている。34は外面口縁部に回転ナデ、体部

にタテハケ、内面口縁部・体部にヨ コハケを行っている。形態は口縁部が緩やかに外湾して、
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遺物観察表

遺物番号 樋類 器種 口径 器高 底径 外面調整 内面調整 外面色調 内面色調 型式 時期 備 考

須恵器 綜蓋 14.0 4.2 回転ヘラケズリ 回転ナデ 灰青色 青紫灰色 TK216 5世紀中頃

2 須恵器 杯蓋 12.9 4.6 回転ヘラケズリ
回転ナデ ・不整

育灰色 青灰色 O'l46 5世紀中頃~
方向ナデ 後半

3 須恵器 杯蓋 11.8 4.5 回転ヘラケズリ 回転ナデ 暗青灰色 暗膏灰色 TK2a 5世紀後半

4 須恵器 杯蓋 13.2 4.7 回転ヘラケズ リ 回転ナデ 淡灰青色 機灰青色 TK2a 5世紀後半

5 須恵器 杯蓋 13.0 4.7 回転ヘラケズリ 回転ナデ 青灰色 青灰色 TK2a 5世紀後半

6 須恵器 杯蓋 12.1 *4.5 回転ヘラケズリ 回転ナデ 灰青色 ・軸付着 灰膏色 TK2a 5世紀後半

7 須恵器 杯身 10.5 4.5 回転ヘラケズリ 回転ナデ 灰青色 灰青色 TK216 5世紀中頃

8 須恵器 停身 11.2 4.3 回転ヘラケズリ 回転ナデ 暗青紫灰色 暗青紫灰色 TK208 5世紀後半

9 須恵器 杯身 11.5 4.4 回転ヘラケズリ 回転ナデワ 燈色 慣色 MTl5 6世紀初頭

回転ヘラケズリ 回転ナデ・ 不整
見込み都分の同心

10 須恵器 杯身 13.9 *4.9 オリープ灰色 灰青色 TKIO 6世紀前半 円文を消すために
-回転ナデ 方向ナデ

不整方ナデを行う

回転ヘラケズリ 回転ナデ ・不整
見込み部分の同心

11 須恵器 杯身 12.4 3.6 オリープ灰色 オリ ープ黒灰色 TKIO 6世紀前半 円文を消すために
-回転ナデ 方向ナデ

不.方ナデを行う

12 須恵器 杯身 11.9 3.5 
回転ヘラケズリ

回転ナデ 肌色 淡灰黄色 MT85 6世紀中頃
-回転ナデ

13 須恵器 杯蓋 14.0 4.6 
回転ヘラケズリ

回転ナデ 青灰色 育灰色 TKIO 6世紀前半
-回転ナデ

14 須恵器 杯蓋 14.6 5.0 
回転ヘラケズ 1)

回転ナデ 灰青色 青灰色 TKIO 6世紀前半
-回転ナデ

15 須恵器 杯蓋 15.0 4.6 
回転ヘフケズ 1)

回転ナデ
オリープ黒灰色

袖付着 MT85 6世紀中頃
-回転ナデ -一部に袖付着

16 須恵器 杯蓋 10.9 2.8 
回転へフケズリ

回転ナデ 青灰色 青灰色
TK217・ 7世紀中頃~

-回転ナデ 飛鳥川 後半

17 須恵器 登 17.9 *5.8 回転ナデ 回転ナデ オリ プ灰青色 育灰色 TK京地 5世紀後半 波状文あり

18 須恵器 登 21.3 本6.7 回転ナデ 回転ナデ 濁青灰色 オリ ープ育灰色 TK宜渇 5世紀後半 波状文あり

19 土師器 高杯 13.4 10.8 10.8 
指オサエ ・他は

不明 明燈色 明糧色 5世紀後半
不明

20 土師器 高杯 13.0 10.7 9.9 
指オサエ ・他は

不明 f出肌色 憧色 5世紀後半
不明

21 土師器 高杯 14.7 *5.0 
指オサエ ・他は

不明 檀色 燈色 5世紀後半
不明

22 土師器 高杯 13.3 *4.0 
指オサエ ・他は

不明 燈色 ・黒斑あり 淡慣色 5世紀後半
不明

23 土師器 高杯 4.3 *4.6 
指オサエ ・他は

不明 燈色 肌色 5世紀後半
不明

24 土師器 高杯 14.3 *8.4 
指オサエ・他は

不明 憧色 ・肌色 燈色 5世紀後半
不明

25 土師器 高杯 13.7 *7.8 
回転ナデ ・指オ

回転ナデ 檀色 肌色 5世紀後半
サエ

26 土師器 高杯 *8.0 16.8 ヘラミガキ
指オサエ ・絞り

憧色 ・黒斑あり 怪色 5世紀後半ワ
込み痕

27 土師器 高杯 24.2 *9.6 
回転ナデ ・タァ

不明 橿色・ 黒斑あり 灰慣色 5世紀後半
ハケ

28 土師器 要 8.9 *9.3 
口縁部ナデ・体 口縁部ハケ ・体 償色・ 全体的に

茶慢色部ハケ 部ケズリ 黒斑あり

m 土師器 要 9.5 *11.1 
ロ縁部ナデ ・体 口縁部ハケ ・体 燈色・ 全体的に

茶燈色
部ハケ 部ケズリ 黒斑あり

30 土師器 要 9.4 *4.6 回転ナデ 不明 怪色 淡燈色

31 土師器 型 11.9 *3.3 ハケ 不明 淡オ リープ燈色 肌色

32 土師器 要 13.7 *3.3 不明 不明 燈色 オ1)ープ燈色 5世紀中頃つ 布留費

ロ縁部回転ナデ、
回転ナデ ・指オ

33 土師器 要 13.6 *5.5 指オサエ ・ヨコ
サエ

淡灰燈色 濁慢色
ハケ

ロ縁部回転ナデ
口縁部ヨコハケ

34 土師器 望聖 16.2 *3.8 -体部ナナメハ
-体部ヨコハケ

オリ ープ茶憧色 オリ ーブ茶怪色
ケ

35 土師器 聾 10.8 *9.7 ヰミ司開 不明 淡肌色 肌色 小石多〈粗雑な造り

36 土師器 費 17.0 *3.3 
口縁部回転ナデ 口縁部回転ナデ

淡こげ茶色 燈色
-体部タテハケ -体部ハケメ

37 土師器 要 19.5 *5.0 
ロ縁部回転ナデ

不明 i提肌色 灰黄色
-体部タテハケ

38 土師器 要 18.1 *5.5 
タァハケ ・指オ 口縁部ヨコハケ

憧色 慢色サエ -体部不明

39 土師器 要 20.9 *10.3 タテハケ
ナナメハケ ・指

肌色 燈色
オザエ

口縁部回転ナデ
口縁部ナデ ・ハ

40 土師器 長胴蔓 23.7 *10.4 
-体部タテハケ

ケ ・体部ヨコハ 茶燈色 茶慢色
ケ

ぺl 土師器 鍋 タテハケ ケズリ 淡極色 燈色

42 土師器 甑 30.6 19.0 
口縁部回転ナデ 口縁部回転ナデ

慢色 慢色
-体部タ テハケ -体部ケズリ P

43 土師器 椀 11.9 *3.5 ナデワ ナデ 怪色 淡黄土色

*は残存高
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端部は若干引き上げることによって肥厚している。35は、口縁部がくの字状に屈曲し、端部は

丸くおさめる。内外面とも磨耗が激しく、また胎土中には石英等の大きな石が見られ、組雑感

がある。37は口縁部が短く外湾する。外面体部にハケメの痕跡がうかがえるo38は口縁部が緩

やかに外反し、端部は丸くおさめる。外面にはハケ、内面の口縁部もヨコハケを施している。

39は聾と考えられるが、口縁部と体部のくびれ部分は指オサエによ って多少くぼんでいるが、

ほぼ寸胴に立ち上がってし、くO また端部は面をもっ。外面調整はタテハケ、内面はヨコハケを

施している。40は長胴聾である。口縁部は大きく外反する。外面口縁部はナデ、体部はタテハ

ケ、内面口縁部はかすかにヨコハケを観察することができるが、その上からナデているため明

瞭には確認できない。体部は比較的組いヨコハケが用いられている。体部下半は欠損のため判

らないが、現状を観察する限りでは、河内地方の長胴聾ではないと考えられ、他地方からの搬

入品と考えられる。41は鍋の把手部分である。杷手は、平面が円形に近い楕円形で中央部はく

ぼんでいる。また裏面はには把手先端部に向かつてケズリが施されている。一部残る体部は、

外面にタテハケ、把手付近は把手に向かつて組いハケが施され、内面は不整方向のケズリが行

われている。42は甑である。体部の中程から底部にかけては欠損している。外面はタテハケで、

内面は若干石の動きが観察できるため、ケズリを行っていると考えられるが明瞭には判らない。

口縁部は内外面ともナデを行う o 43は椀である。内外面とも調整は観察できない。44は竃の底

部の一部である。庇部分にはハケメが見られ、また内面にもハケメが見られる。45は滑石製勾

玉である。形態的には勾玉と して完成しているが、目が穿孔されておらず未製品と考えられる。

まとめ

今回の調査で掘立柱建物 1棟、溝、 土壊などを検出した。良好な遺物が出土したにもかかわ

らず、遺構に伴う遺物が少なかったため、各遺構の時期については判断できなかった。ただ出

土遺物を観察すると須恵器、土師器とも 5世紀後半を中心とした遺物が多く、この時期の共伴

関係を知る上で資重な資料を提供していると言える。須恵器では、杯身、杯蓋が出土遺物のほ

とんどで数点壷が見られる。杯身、杯蓋はその特徴からTK208型式(5世紀後半)と考え

られる。一方土師器には、杯、高杯、聾、甑、鍋、移動式竃などがある。特に高杯は杯部が丸

みを持ち、口縁部が内湾し、脚部は途中から大きくハの字状に外反する小型品と杯部の口縁部

が大きく外反する大型品とが見られる。また前者には暗文も見られる。

このように見ると、須恵器の高杯は 1点も見られず、また土師器の杯もほとんど見られない

ことから、須恵器と土師器で器種の使い分けが行われていたと考えることができる。
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古市遺跡

しらと り

遺跡は主に弥生時代から近世に至るまでの複合遺跡である。遺跡内には、白鳥神社古墳や飛

鳥時代初頭に建立されたと考えられる西琳寺跡などが点在する。特に、中央には東西方向に難

波浮から大和に至る丹比道 (竹内街道)、南北方向には東高野街道が通り、各時代を通して変

通の要所として繁栄していた。

地理的には、東に石川、 南には旧大乗川が流れており、これらを臨む低位段丘に位置する。

遺跡の南方には標高30~40mの独立丘陵がみられ、そこには高屋築山 (安閑陵) 古墳や八幡山

(春日山田皇女陵)古墳という前方後円墳があり、中世にはこの独立丘陵を活用した日本屈指

の規模を有した高屋城が占有している。また、遺跡の北側には上堂遺跡、西側は古墳時代~奈

良時代を中心とした誉回白鳥遺跡が隣接している。

過去の調査成果としてさまざまな内容の遺構 ・遺物が確認されている。中でも、 古墳時代中

頃の竪穴住居や掘立柱建物や中近世の埋聾遺構や製鉄関係遺構等が注目される。最近の調査で

は、中近世の遺物 ・遺構に関する成果が多い。このことは、古市遺跡と高屋城との関係を通し

て城下町とその軍事的施設について考古学の側面から追求できる資料が蓄積されつつあり、両

者における今後の研究に新しい視点が付け加え られてきている。

図的遺跡内位置図
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調査の契機と経過

平成3年1月18日付け (羽教社第1508号)

で、羽曳野市古市 3丁目329番 3号におい

て、個人住宅兼集合住宅の建設に伴い発掘

届出書が提出された。当該地は、古市遺跡

の中心部であり、近隣の事前調査で中近世

の遺物包含層や遺構などを確認している所

である。

そのため、工事予定箇所においても同様

の遺構が検出されることが予測されたため、

事前に確認調査を実施することとなった。

その結果、表土の下O.25mに焼土層を含む

遺物包含層が確認され、現地表面下O.85m

では黄燈色の地山面となり数カ所の遺構を

検出することとなった。

図46 調査区位置図

これらの成果をもとに申請者と協議した結果、現状保存が不可能なため基礎工事において遺

構を破壊する部分について発掘調査を継続して実施することなった。

調査は平成3年4月2日から同月15日まで実施し、現地調査にかかる費用の一部は申請者の

負担による。

層序と遺構

基礎工事の深い位置に幅2.5mx25mの調査区2箇所を設定し、 表土及び撹乱土を重機掘削

した後、遺物包含層を人力で除去し、地山面で遺構の精査 ・検出を行った。

既設建物解体に伴う撹乱部や盛土が厚く 、深い所では地山面を大き く掘削するところもある。

また、北側調査区と南側調査区では4m隔てている程度であるが、地山や堆積層に大きな違

いがある。北側調査区では地llJ面は現地表面下1.0mで、黄色系粘質土で、あるが、南側では現地

表面下O.6mで燈色系砂礁となっている。また、北側では焼土層を含む包含層が厚く地山面上

に堆積しているが、南側では焼土等が薄く地山面までも浅いため、後世の撹乱による可能性が

高い。

北卜レンチ

表面から約O.3mで確認された焼土に伴う遺構の検出を試みたが、検出面白体が造成のため

場所によ って土色や土質が不確定なため、明確な遺構は検出できなかった。そのため、試掘調
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査で確認した、地山面まで下げてこの面で遺構の検出を行った。

確認できた遺構は、出土遺物から中世から近世に属するもので井戸 ・士坑・溝・柱穴などが

中心である。

井戸1は直径2.0mを測り、埋土からは伊万里茶碗を中心に多数の遺物を出土しており、井

戸の埋戻しに際して中央部に竹筒を入れた祭杷を行ったとみられ、やや朽ちた竹材が確認され

た。完掘は行わなかった。

土坑1は幅3.1m・深さ0.5m程度の規模で、あるが、底部では焼土に混じり、藁か畳状の有機

質が焼けた状態で検出された。また、 土坑2では埋土内に人頭大の石が密に込められており、

埋土から韓式系甑の杷手部分が出土している。

土坑 3 は平面円形のもので直径1. 7~1. 9mを測り、矯鉢状の底部を有する。 埋土からは土師

質小皿などが出土している。

土坑4は長方形を呈し、南側は調査区外となる O 幅約 1m・長さ2.2m以上の規模で、壁面

は垂直に近い。また、埋土は緑灰黄色粘質士であり、須恵器杯身(8)が出土している。

調査区の西側では幅1.2mの溝を検出した。当調査くでは明瞭に確認されたが、南調査区で

は検出されなかったことから、方向を大きく変えて西若しくは東へ走行するものと思われる。

南卜レンチ

段丘礁面である地山で、多数の遺構を検出した。特に、西半部では柱穴が多く確認された。

しかし、調査区の幅に制約があるため、この幅では建物を復原するには至っていない。また、

各柱穴から出土する遺物も古墳時代から中近世のものがあり、切り合いも多いことから更に検

討を要するものであった。

柱穴以外では、調査区の東側で2.2m以上x2.8mの平面長方形を呈する大型の土坑で、深さ

0.8m以上のものである。

遺物

焼土層下の整地層及び包含層をはじめ、地山上の包含層などからコンテナーにして約20箱の

遺物が出土した。特に、上層での近世の陶磁器や瓦類は半数以上をしめる。

現時点では、遺構の性格やつながりについて検討中であり、遺物についても十分な結論を得

られていないが、遺構出土遺物を中心に以下に概要記す。

1 ~ 6 は土師器である。 1 は ミ ニチュア高杯で、口径8.6cm ・器高6.3cm を測る。 平底の杯部

から上外方へ聞く口縁部を有する。外面の杯部と脚部の境目にある継ぎ目をハケによって消し

ている。2の高杯脚部は直立した柱状のもので外面には丁寧なへラミガキが施されている。裾

部の内面には絞り目が認められる o 3・4は壷の二重口縁部である。3は頭部から大きく外反

~ 63 



口径は19.0c目を襖IJり、して聞き、 一重目の口縁からさらに外反する二重日の口縁部を有する。

口縁部の外面はナデによって成形する。また、内面にはへラミガキの痕跡があるが磨耗のため

4は口縁端部の外面及び一段目との不明瞭である。南側卜レンチの柱穴 1から出土している。

5は鉢で球形境目部分に円形浮文を貼り付け、竹管により施文する。復原口径21.0cmを測る。

口径)4.4c皿を
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浪IJる。底部は著しく形骸化した高台が認められる。外面の上2/3は磨耗のため調整は不明であ

るが、下1/3はタタキによる調整である。

7 ~12は須恵器である。 7 は口径12.2cm を測る。 直立に近い口縁部を有し、端の内面には段

を有する。外面の天井部と口縁部の境目にはにぶい段があるO 内外面ともロクロナデによる成

形である。8は口径13.0cmの杯身で、やや内傾気味の口縁部が立ち上がり、端部内面に段を有

する。受け部は水平に聞く 。いずれも田辺編年のMT15段階のものと思われる。

9の杯蓋は、復原口径14.2c皿で天井部から内寄気味に垂下する口縁部を有し、端部は丸くお

さめる。天井部外面はへラケズリを施し、口縁部はナデ調整である。10の杯身は口径13.3cmで

短く立ち上がる口縁部を有する。底部から受け部付近まで、はへラケズリを施し、受け部などは

ロクロナデである。 いずれも田辺編年のTK209~217段階のものと思われる。

11は宝珠つまみを有する蓋で、天一井部外商はヘラケズリ、内面はナデによって成形する。天井

部はほぼ水平を保つ。12は口径16.2c田・器高4.25c皿の杯Aである。平らな底部から上外方へ直

線的に聞く口縁部を有する。口縁部の外面はナデ調整が強いためやや凹凸がある。底部外面は

未調整であるが立ち上がり部分はへラケズリを施す。平城宮第III期頃と思われる。

13・14は長胴形の羽釜である。13は復原口径25.0cmを測り、外反気味に開く口縁部を有する。

やや厚手で外面はナデによって段を有する。口縁部内面には横方向のハケ目が認められる。鍔

は水平に取り付く o 14も口縁部の形態は13と同様である。胴部は筒形で外面は縦方向のハケ(7

~8本/cm)調整で、内面は指押さえのみである o 15は土師器の聾で口径20.8c皿を測る O 球形の

体部から外方に聞く口縁部を有し、端部はわず、かにつまむ。頭部から口縁部にかけてはやや内

側に肥厚する。体部は内面は横方向、外面は縦方向のハケ調整を施している。16は土師器杯A

で口径28.6c皿・器高5.0cmを測り、平らな底部から内湾気味に立ち上がる口縁部を有し、端部

は丸くおさめる。内面及び口縁部の外面はナデ調整であるが、底部外面から口縁部下半部はへ

ラケズリを施す。

17は韓式系の甑の把手部分で、休部から水平に取り付く O 把手部分は直径約3.0cmの筒状で

上面からV字状の切れ込みが入る。

18~20は土師質皿である。 18はいわゆる 「へソ皿」 で底部が内側へ凹む。 灰白色系で、口径

7.6cmを測り、この種の小皿が多く出土する。19も小皿で、あるが、平らな底部から短く開く口

縁部を有する。色調は18とは違い隆色系を呈するo 20は口径11.0cmの中皿である。平らな底部

から外反気味に口縁部が開く O 外面は下半部から底部は指押さえであるが口縁部付近から内面

はナデ調整である。 21 ~29は瓦器椀である。 いず、れも内面見込み部分に数条の圏線状暗文を施

すのみで、外面は口縁部がヨコナデで以下は未調整である。 そのうちで21~26は 口径が1O~13

cm ・器高が3.0c皿未満のもので、高台を有しない。 27~29は口径11.5~12 . 0cm程度で、著し く
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形骸化した高台を貼り付ける。 これらの特徴から、瓦器椀は尾上編年の N~2 ~ 3 期の相当す

るものと考えられる。30は瓦質の鉢で口径23.6cmで内面には横方向の暗文を施す。外面はほと

んど未調整であるが、口縁部は強いナデによって体部より薄く仕上げる。31は瓦質の香炉で三

方に短い脚を有する。外面は縦方向に丁寧なへラミガキを施し、灰色を呈する。更にヘラによ

る花文を描く。 32は青磁椀で口径14.4cmを測り、外面には細線の線描蓮弁文を施し、山形の剣

頭を描く。

33は瓦質の羽釜の口縁部である。口径24.6cmを測り内傾する口縁部を有し、端部は外側に屈

曲させておさめる。34は瓦質大聾の口縁部であるO 復原口径36cmで、体部から内傾する口縁部

を有し、端部は大きく反り返して玉縁状になる。体部の外面はタタキ、内面はハケ調整を施し、

外面の玉縁部の下はタタキ目をナデによって消している。 35~37 ・ 39は瓦質の羽釜である。 35

は口径20.0cm、内傾する口縁部を有し、外面にはナデにより段をもっ。また、把手を通す孔が

穿たれている。体部の外面はへラケズリを施し、内面はハケ調整であるo 36の羽釜は口径26.0

cmで直線的に内傾する口縁部を有し、外面には二段の段をもっ。鍔はナデによって薄く水平に

取り付けるが、上面には粘土の補填が多く口縁部が断面三角形を呈する。休部の内面はハケ調

整で、外面はへラケズりである。37は口径30.0cmで長方形の口縁部を有し、外面には三段の段

をもっO 鍔は先端がやや下に向く 。内面は細かなハケ調整である。

39は口径36.0cmのやや大型の羽釜である。直線的な体部からやや内湾気味に内傾する長い口

縁部を有し、外面には明瞭な段をもっ。38の聾の口縁部は、口径26.4c皿を測る O 頭部から大き

く外反する口縁部を有し、端部は水平方向へ開く。また、端部上面はナデによって凹む。体部

の外面はタタキ調整であり、東播系の須恵質重と思われる。

40は揺鉢で、柱穴2から出土し復原口径22.4c皿を測る。平底から直線的に聞く体部で、口縁

は直立する。口縁の下端はナデによって垂下させ、外面には段を有する。体部外面の中程から

下部にかけて粘土継ぎの痕が認められるがナデによ って消している。胎土には長石粒が多く、

丹波焼きのものと思われる。

41~54は伊万里焼で、皿・椀・ 湯飲み椀・広東椀などが出土している。 概してく らわんか的

な日常雑器と目されるものである。文様には草花文 ・梅折校文・四方俸文 ・二重網目文・菊散

らし文 ・水玉文等を描く。50のように内面見込み部分に龍を描くものがある。また、内面見込

み部分にはコンニャク印判による五弁花文を施したり、高台の見込みには 「寛永通宝J (50) 

「太明年製J (42)や渦福などの銘が施されている。45・46は外側は青磁で内面の口縁部に四

方俸文が巡る o47は呉須の色が薄く、素書き風である。内面の口縁部付近には雷文を巡らせる。

51は平底から直立する口縁部を有する。高台は短く、蛇の目凹形高台を呈する。

55~57は堺揺鉢である 。 55は北トレンチの柱穴 3 から出土し、口径27 .4 c皿・器高1O .4c皿のや
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や小型のものである。わずかに中心部が凹む平底から外方に開く体部を有し、口縁部は短く直

立する O 端部の内面には突出度の高い段が付き、外面には二条の凹線が巡る。また、色調は赤

褐色を呈し、内面の摺り目は密に施し、外面はへラケズリによる。片口が付く o 56は口径33c目、
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57は29.4cm:を測るもので55と同じ形態であるが、口縁部内面の段の突出度が低い。白神氏の分

類では、口縁部の形態は I類であるが、体部などの形態はII類に近い。

58は備前焼の大聾で、 肩の張らない体部から直立する口縁部が直立する。口縁端部は外側へ

折り返し、偏平で幅の広い玉縁口縁となる O 復原口径で、56.8c皿を測る。また、片部には窯印と

思われる三角形と中に横線の入るヘラ描きがある O なお、同一個体と思われる。平底部がある。

59は備前焼の揺鉢で、内外面とも強いナデにより凹凸が残る。

瓦類の出土も多いが、大半が近世瓦であった。そのうち61・69は奈良時代の瓦である。61は

均整唐草文軒平瓦 (平城宮6721式)で顎部等が欠損する。左端分に見られる箔傷の位置から、

西琳寺痕出土の軒平瓦と同箔と思われる。二次焼成を受け黄褐色に変色している。69の平瓦も

凸面には深い縄目タタキを施し、凹面にはナナメコビキ痕と布目が残る。

62は三ツ巴文の軒丸瓦で、外区の内縁と外縁に圏線を有する。珠文の突出は高く、巴の尾が

あまり巻かない。瓦当面に外反して取りっき、やや小型であることから道具瓦と考えられる。

63・64の軒丸瓦は、瓦当部が薄く作られている。63は巴文の尾が長く延びて内区外縁の圏線

となる。64は、巴文と珠文で圏線は施さない。

丸瓦では玉縁が付くものと付かないものが混在する。65の丸瓦は凹面にはコビキ痕と布目が

残る。広端部や側面の面取りが深く施されている。66は玉縁が付くものであるが、凸面は丁寧

なヘラミガキを施す。凹面にはナナメコビキ痕と布目が残る。68の凹面には叩き板による強い

調整痕があり、凹凸が残る。端部の内側の面取りは深く、側面の面取りも丁寧に施す。凸面に

は印刻があり 『南瓦口』 とある。60は道具瓦で隅留瓦とみられ宝珠形である。

70は軒平瓦は中心に若葉を配し均整唐草文で、脇区幅は4.5c田を測る。顎の厚みは薄い。

71・72の平瓦は、凹面はコビキ痕と布目、凸面はコビキ痕と縄目が認められる。出土した平

瓦の大半がこのような特徴を示す。

73・74は培で、全体の規格寸法は不明である厚みは1.8cmを測る。両面ともほぼ平滑に仕上

げ側面はヘラケズリによる調整を行う O 出土した埠の大半がこのタイプであるが、この厚み以

外に3.2cmを測る厚手の培も出土しているO

まとめ

遺構については、調査範囲の制約もあり、十分にその性格や所属時期を判断する成果は、 今

後遺物の整理を継続するなかでの課題である。

古市町内での発掘調査では、焼土層などが確認されており、これが南側に隣接する高屋城を

織田信長が攻める際に、古市の町屋も焼き討ちしながら進んだとあることに起因する可能性も

あり、出土遺物により焼土の時期を確認する作業が必要である。
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また、出土した瓦器椀の一括などの時期からすれば、中世中頃で高屋城が機能する以前の遺

物などが確認できたこととなり、中世に継続して存在していた古市集落が、高屋城の築造後も

存続しており「城下町」として発達してきた過程を考古資料の上から検討できるものと思われ

る。 一方、江戸時代の伊万里椀などの遺物も豊富であり、高屋城が廃絶したあとも古市は独自

に栄えていたことが窺える。

急、速に姿を変えつつある古市の町並みであるが、消える家屋の地下での調査を重ねることで

中近世を代表する遺跡として多くの成果を得て、当時の繁栄振りを復原する資料としたい。
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